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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のノードにおいて、第１のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるい
は超過されていることを示すリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を生成することと、
　第２のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を
示す値を用いて、前記ＲＵＭを重み付けすることと、
　１つまたは複数の第２のノードに対して前記重み付けされたＲＵＭを送信することと、
　を備え、少なくとも１つの第１のノードから前記重み付けされたＲＵＭを含む少なくと
も１つのＲＵＭを受信する前記１つまたは複数の第２のノードで、前記重み付けされたＲ
ＵＭは、前記第１のノードにおける干渉を示す、前記少なくとも１つの第１のノードの状
態を、前記少なくとも１つの重み付けされたＲＵＭに関連づけられた情報の関数として決
定し、前記決定された状態を前記１つまたは複数の第２のノードの状態と比較し、前記比
較に基づいて第１の通信路上で前記１つまたは複数の第２のノードからデータを送信する
かどうかを決定するように用いられる、
方法。
【請求項２】
前記第１のあらかじめ決定されたしきい値と、前記第２のあらかじめ決定されたしきい値
とは、実質的に等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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前記第１のあらかじめ決定されたしきい値は、干渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）のレ
ベル、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スループットのレベル、スペクトル
効率のレベル、およびレイテンシのレベルのうちの少なくとも１つを表す、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
前記第２のあらかじめ決定されたしきい値は、干渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）のレ
ベル、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スループットのレベル、スペクトル
効率のレベル、およびレイテンシのレベルのうちの少なくとも１つを表す、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
前記第２のあらかじめ決定されたしきい値が超過される前記程度は、前記第１のノードに
おいて達成される実際の値に対するターゲット値の比の関数として決定される、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
前記ＲＵＭを重み付けすることは、前記第１のノードによってサポートされるすべてのフ
ローについて達成される実際の値に対するターゲット値の比を計算することと、不利のよ
り大きな程度を示す値を有する前記比を選択することと、を備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
前記第１のノードは、アクセスポイントの中で使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
前記第１のノードは、アクセス端末の中で使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
前記値は、量子化された値である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
ワイヤレス通信を容易にする装置であって、
　第１のノードにおいて、第１のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるい
は超過されていることを示すリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を生成する生成モジュー
ルと、
　第２のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を
示す値を用いて前記ＲＵＭを重み付けする重み付けモジュールと、
　１つまたは複数の第２のノードに対して前記重み付けされたＲＵＭを送信する送信モジ
ュールと、
　を備え、少なくとも１つの第１のノードから少なくとも１つのＲＵＭを受信する前記１
つまたは複数の第２のノードで、前記重み付けされたＲＵＭは、第１のノードにおける干
渉を示す、前記少なくとも１つの第１のノードの状態を、前記少なくとも１つの重み付け
されたＲＵＭに関連づけられた情報の関数として決定し、前記決定された状態を前記第２
のノードの状態と比較し、前記比較に基づいて第１の通信路上で前記第２のノードからデ
ータを送信するかどうかを決定するように用いられる、
装置。
【請求項１１】
前記第１のあらかじめ決定されたしきい値と、前記第２のあらかじめ決定されたしきい値
とは、実質的に等しい、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
前記第１のあらかじめ決定されたしきい値は、干渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）のレ
ベル、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スループットのレベル、スペクトル
効率のレベル、およびレイテンシのレベルのうちの少なくとも１つを表す、請求項１０に
記載の装置。
【請求項１３】
前記第２のあらかじめ決定されたしきい値は、干渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）のレ
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ベル、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スループットのレベル、スペクトル
効率のレベル、およびレイテンシのレベルのうちの少なくとも１つを表す、請求項１０に
記載の装置。
【請求項１４】
前記第２のあらかじめ決定されたしきい値が超過される前記程度は、前記第１のノードに
おいて達成される実際の値に対するターゲット値の比の関数として決定される、請求項１
０に記載の装置。
【請求項１５】
前記ＲＵＭの前記重み付けモジュールは、前記第１のノードによってサポートされるすべ
てのフローについて達成される実際の値に対するターゲット値の比を計算し、不利のより
大きな程度を示す値を有する前記比を選択する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１６】
前記第１のノードは、アクセスポイントの中で使用される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１７】
前記第１のノードは、アクセス端末の中で使用される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１８】
前記値は、量子化された値である、請求項１０に記載の装置。
【請求項１９】
ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のノードにおいて、第１のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるい
は超過されていることを示すリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を生成するための手段と
、
　第２のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を
示す値を用いて前記ＲＵＭを重み付けするための手段と、
　１つまたは複数の第２のノードに対して前記重み付けされたＲＵＭを送信するための手
段と、
　を備え、少なくとも１つの第１のノードから少なくとも１つのＲＵＭを受信する前記１
つまたは複数の第２のノードで、前記重み付けされたＲＵＭは、前記第１のノードにおけ
る干渉を示す、前記少なくとも１つの第１のノードの状態を、前記少なくとも１つの重み
付けされたＲＵＭに関連づけられた情報の関数として決定し、前記決定された状態を前記
第２のノードの状態と比較し、前記比較に基づいて第１の通信路上で前記第２のノードか
らデータを送信するかどうかを決定するように用いられる、
　装置。
【請求項２０】
前記第１のあらかじめ決定されたしきい値と、前記第２のあらかじめ決定されたしきい値
とは、実質的に等しい、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
前記第１のあらかじめ決定されたしきい値は、干渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）のレ
ベル、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スループットのレベル、スペクトル
効率のレベル、およびレイテンシのレベルのうちの少なくとも１つを表す、請求項１９に
記載の装置。
【請求項２２】
前記第２のあらかじめ決定されたしきい値は、干渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）のレ
ベル、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スループットのレベル、スペクトル
効率のレベル、およびレイテンシのレベルのうちの少なくとも１つを表す、請求項１９に
記載の装置。
【請求項２３】
前記第２のあらかじめ決定されたしきい値が超過される前記程度は、前記第１のノードに
おいて達成される実際の値に対するターゲット値の比の関数として決定される、請求項１
９に記載の装置。
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【請求項２４】
前記ＲＵＭを重み付けするための前記手段は、前記第１のノードによってサポートされる
すべてのフローについて達成される実際の値に対するターゲット値の比を計算し、不利の
より大きな程度を示す値を有する前記比を選択する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
前記第１のノードは、アクセスポイントの中で使用される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
前記第１のノードは、アクセス端末の中で使用される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２７】
前記値は、量子化された値である、請求項１９に記載の装置。
【請求項２８】
ワイヤレス通信のための命令を備える機械読取り可能媒体であって、前記命令は、実行さ
れると、前記機械に、
　第１のノードにおいて、第１のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるい
は超過されていることを示すリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を生成させ、
　第２のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を
示す値を用いて前記ＲＵＭを重み付けさせ、
　１つまたは複数の第２のノードに対して前記重み付けされたＲＵＭを送信させる、
　なお、少なくとも１つの第１のノードから少なくとも１つのＲＵＭを受信する前記１つ
または複数の第２のノードで、前記重み付けされたＲＵＭは、前記第１のノードにおける
干渉を示す、前記少なくとも１つの第１のノードの状態を、前記少なくとも１つの重み付
けされたＲＵＭに関連づけられた情報の関数として決定し、前記決定された状態を前記第
２のノードの状態と比較し、前記比較に基づいて第１の通信路上で前記第２のノードから
データを送信するかどうかを決定するように用いられる、
　機械読取り可能媒体。
【請求項２９】
ワイヤレス通信を容易にするプロセッサであって、
　第１のノードにおいて、第１のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるい
は超過されていることを示すリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を生成し、
　第２のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を
示す値を用いて前記ＲＵＭを重み付けし、
　１つまたは複数の第２のノードに対して前記重み付けされたＲＵＭを送信するよう構成
される、
　なお、少なくとも１つの第１のノードから少なくとも１つのＲＵＭを受信する前記１つ
または複数の第２のノードで、前記重み付けされたＲＵＭは、前記第１のノードにおける
干渉を示す、前記少なくとも１つの第１のノードの状態を、前記少なくとも１つの重み付
けされたＲＵＭに関連づけられた情報の関数として決定し、前記決定された状態を前記第
２のノードの状態と比較し、前記比較に基づいて第１の通信路上で前記第２のノードから
データを送信するかどうかを決定するように用いられる、
　プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　[３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９の下における優先権の主張]
　本願は、２００５年１０月２６日に出願された「リソース利用マスクを使用した、ワイ
ヤレスチャネルの重み付けされた公平な配分(WEIGHTED FAIR SHARING OF A WIRELESS CHA
NNEL USING RESOURCE UTILIZATION MASKS)」という名称の米国仮出願第６０／７３０，６
３１号、および、２００５年１０月２６日に出願された「一定のパワースペクトル密度（
ＰＳＤ）で送信されるリソース利用マスクを使用した干渉管理(INTERFERENCE MANAGEMENT
 USING RESOURCE UTILIZATION MASKS SENT AS CONSTANT POWER SPECTRAL DENSITY (PSD))
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」という名称の米国仮出願第６０／７３０，７２７号、の利益を主張し、これらの両方共
、参照によりここに組み込まれている。
【背景】
【０００２】
　［Ｉ．分野］
　以下の説明は、一般にワイヤレス通信に関し、より具体的には、ワイヤレス通信環境に
おいて、干渉を低減させることと、スループットおよびチャネル品質を改善することに関
する。
【０００３】
　［ＩＩ．背景］
　ワイヤレス通信システムは、大多数の人々がそれで世界中で通信する、普及した手段に
なってきている。ワイヤレス通信デバイスは、消費者ニーズを満たすために、そして携帯
性と便利さを改善するために、より小型に、そしてより強力になってきている。セルラ電
話などのモバイルデバイスにおける処理パワーの増大は、ワイヤレスネットワーク伝送シ
ステムに対する需要の増大をもたらしてきている。そのようなシステムは、一般的に、そ
の上で通信するセルラデバイスほど簡単にはアップデートされない。モバイルデバイス機
能が拡充するにつれ、新しい改善されたワイヤレスデバイス機能を十分に活用することを
容易にする方法で、より旧式のワイヤレスネットワークシステムを維持することは、難し
い可能性がある。
【０００４】
　典型的なワイヤレス通信ネットワーク（例えば、周波数分割技法、時分割技法、および
符号分割技法を使用したもの）は、カバレージ区域を提供する１つまたは複数の基地局と
、そのカバレージ区域内においてデータを送信し、受信することができる１つまたは複数
のモバイル（例えば、ワイヤレス）端末を含んでいる。典型的な基地局は、ブロードキャ
ストサービス、マルチキャストサービス、および／またはユニキャストサービスについて
の複数の(multiple)データストリームを同時に送信することができ、ここでデータストリ
ームは、モバイル端末にとって独立した受信対象(independent reception interest)であ
り得る、データのストリームである。その基地局のカバレージ区域内のモバイル端末は、
複合ストリーム(composite stream)によって搬送される１つのデータストリーム、複数の
データストリーム、あるいはすべてのデータストリームを受信する際に、対象となり得る
。同様に、モバイル端末は、基地局または別のモバイル端末に対してデータを送信するこ
とができる。基地局とモバイル端末との間の、あるいはモバイル端末の間のそのような通
信は、チャネル変動および／または干渉パワー変動に起因して悪化させられる可能性があ
る。したがって、ワイヤレス通信環境において、干渉を低減させること、およびスループ
ットを改善することを容易にするシステムおよび／または方法についての当技術分野にお
ける必要性が存在する。
【発明の開示】
【０００５】
　［概要］
　以下は、そのような態様の基本的な理解を提供するために、１つまたは複数の態様の簡
略化された概要(summary)を提示している。この概要は、すべての考えられる態様の広範
な全体像ではなく、すべての態様の重要な要素または不可欠な要素を識別するようにも、
また任意のまたはすべての態様の範囲を描くようにも意図されてはいない。その唯一の目
的は、後で提示されるより詳細な説明に対する前置きとして、１つまたは複数の態様のい
くつかの概念を簡略化された形式で提示することである。
【０００６】
　様々な態様によれば、主題のイノベーション(innovation)は、それに関連する欠点を緩
和しながら、セルラ技術とＷｉ－Ｆｉ技術の両方に関連する利点を達成することを容易に
するために、ワイドワイヤレス通信ネットワークとローカルワイヤレス通信ネットワーク
についての統合された技術を提供するシステムおよび／または方法に関する。例えば、セ
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ルラネットワークは、計画的展開(planned deployment)に応じて配置されることができ、
この展開は、ネットワークを設計し、または構築するときに効率を向上させることができ
、一方では、Ｗｉ－Ｆｉネットワークは、一般的に、より便利なアドホックな(ad hoc)方
法で展開される。Ｗｉ－Ｆｉネットワークは、さらにアクセスポイントおよびアクセス端
末についての対称の媒体アクセス制御(medium access control)（ＭＡＣ）チャネル、な
らびに帯域内ワイヤレス機能を有するバックホールサポート(backhaul support)を提供す
ることを容易にすることができ、これらは、セルラシステムによっては、提供されない。
【０００７】
　ここにおいて説明される統合技術(unified technologies)は、対称ＭＡＣと、帯域内ワ
イヤレス機能を有するバックホールサポートとを提供することを容易にする。さらに、主
題の革新は、柔軟な(flexible)方法でネットワークを展開することを容易にする。本発明
において説明される方法は、性能(performance)が展開に応じて適合することを可能にし
、したがって、もし展開が計画され、または部分的に計画される(semi-planned)場合には
、良好な効率を提供し、また、もしネットワークが計画されていない場合には、十分な堅
牢性(robustness)を提供する。すなわち、ここにおいて説明される様々な態様は、ネット
ワークが、計画的展開（例えば、セルラ展開シナリオにおけるような）、アドホック展開
（例えば、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク展開について利用されることができるような）、ある
いはそれら２つの組合せを使用して展開されることを可能にする。さらにまた、他の態様
は、様々な伝送パワーレベルを有するノードをサポートすることと、リソース割付けに関
してセル間の公平性を達成することとに関し、これらの態様は、Ｗｉ－Ｆｉシステムまた
はセルラシステムによっては十分にサポートされない。
【０００８】
　例えば、いくつかの態様によれば、ワイヤレスチャネルの重み付けされた公平な配分(w
eighted fair-sharing)は、リソース利用メッセージ(resource utilization message)（
ＲＵＭ）を使用した、トランスミッタとレシーバの両方による伝送の共同スケジューリン
グによって容易にされることができ、それによってトランスミッタは、その近隣における
利用可能性(availability)の知識に基づいて１組のリソースを要求し、レシーバは、その
近隣における利用可能性の知識に基づいて要求されたチャネルのサブセットを認可する。
トランスミッタは、その付近におけるレシーバに対するリスニング(listening)に基づい
て、利用可能性について学習し、レシーバは、その付近におけるトランスミッタに対する
リスニングによって潜在的な干渉について学習する。関連した態様によれば、ＲＵＭｓは
、ノードが（それが受信しながら見る干渉に起因してデータ伝送のレシーバとして）、不
利な状況(disadvantage)に置かれ、伝送の衝突回避モード(collision avoidance mode)を
望んでいるということのみならず、ノードが不利な状況に置かれている程度もまた、示す
ように、重み付けられることができる。ＲＵＭ受信ノード(RUM-receiving node)は、適切
な応答を決定するために、それがＲＵＭならびにその重みを受信したという事実を利用す
ることができる。一例として、重みのそのような通知(advertisement)は、公平な方法で
衝突回避を可能にする。本発明は、そのような方法を説明する。
【０００９】
　他の態様によれば、ＲＵＭ拒絶しきい値(RUM-rejection threshold)（ＲＲＴ）が、受
信ＲＵＭに応答すべきかどうかを決定することを容易にするために使用されることができ
る。例えば、メトリック(metric)が、受信ＲＵＭによって備えられる様々なパラメータお
よび／または情報を使用して計算されることができ、そのメトリックは、送信ノードのＲ
ＵＭが応答を保証するかどうかを決定するために、ＲＲＴと比較されることができる。関
連した態様によれば、ＲＵＭ送信ノードは、チャネル（一般的に、これらはリソース、周
波数サブキャリア、および／または時間スロットであり得る）の数が不利の程度を示すよ
うに、ＲＵＭが適用されるチャネルの数を示すことにより、不利のその程度を示すことが
できる。もし不利の程度が、ＲＵＭに応じて低減される場合、そのときは、ＲＵＭが送ら
れるチャネルの数は、後続のＲＵＭ伝送のために減らされることができる。もし不利の程
度が低減されない場合、そのときは、ＲＵＭが適用されるチャネルの数は、後続のＲＵＭ
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送信のために増やされることができる。
【００１０】
　ＲＵＭは、一定のパワースペクトル密度(power spectral density)（ＰＳＤ）で送られ
ることができる、そして、受信ノードは、それ自体とＲＵＭ送信ノードとの間で無線周波
数(radio frequency)（ＲＦ）チャネル利得を推定するために、ＲＵＭの受信パワースペ
クトル密度および／または受信パワーを使用することができ、もしそれが送信するならば
、（例えば、あらかじめ決定された許容可能しきい値レベルより上で）それが送信ノード
において干渉を引き起こすであろうかどうかを決定する。したがって、ＲＵＭ受信ノード
が、ＲＵＭ送信ノードからのＲＵＭを復号化することが可能であり、しかし、それが干渉
を引き起こさないことを決定する、という状況が存在し得る。ＲＵＭ受信(RUM-receiving
)は、それがＲＵＭに従うべきであることを決定するとき、それは、そのリソースから完
全にバックオフすることを選択することにより、あるいはあらかじめ決定された許容可能
しきい値レベルの下にその推定される潜在的干渉レベルを持っていく十分に低減させられ
た送信パワーを使用することを選択することにより、そのように行うことができる。この
ようにして、「ハード」干渉回避（完全バックオフ）と、「ソフト」干渉回避（パワー制
御）は、両方ともに統合された方法でサポートされる。関連した態様によれば、送信ノー
ドで引き起こされる推定される干渉に基づいて送信すべきか否かの決定を容易にするよう
に、ＲＵＭは、受信ノードとＲＵＭ送信ノードとの間のチャネル利得を決定するために、
受信ノードによって使用されることができる。
【００１１】
　一態様によれば、ワイヤレス通信の方法は、第１のノードにおいて、第１のあらかじめ
決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている(has been met or exceede
d)ことを示すリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を生成することと、第２のあらかじめ決
定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を示す値を用いてＲＵＭ
を重み付けすることと、その重み付けされたＲＵＭを１つまたは複数の第２のノードへと
送信することと、を備えることができる。
【００１２】
　別の態様は、ワイヤレス通信を容易にする装置に関連し、第１のノードにおいてリソー
ス利用メッセージ（ＲＵＭ）を生成する生成モジュールと、なおＲＵＭは、第１のあらか
じめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されていることを示す；第２のあ
らかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を示す値を用
いてＲＵＭを重み付けする重み付けモジュールと；その重み付けされたＲＵＭを１つまた
は複数の第２のノードへと送信する送信モジュールと；を備える。
【００１３】
　別の態様は、ワイヤレス通信のための装置に関連し、第１のノードにおいてリソース利
用メッセージ（ＲＵＭ）を生成するための手段と、なおＲＵＭは、第１のあらかじめ決定
されたしきい値が満たされているあるいは超過されていることを示す；第２のあらかじめ
決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を示す値を用いてＲＵ
Ｍを重み付けするための手段と；その重み付けされたＲＵＭを１つまたは複数の第２のノ
ードへと送信するための手段と；を備える。
【００１４】
　さらに別の態様は、ワイヤレス通信のための命令を備える機械読取り可能媒体に関連し
、命令は、実行されると(upon execution)、機械に、第１のノードにおいて、リソース利
用メッセージ（ＲＵＭ）を生成させ、なおＲＵＭは、第１のあらかじめ決定されたしきい
値が満たされているあるいは超過されていることを示す；第２のあらかじめ決定されたし
きい値が満たされているあるいは超過されている程度を示す値を用いてＲＵＭを重み付け
させ；１つまたは複数の第２のノードに対してその重み付けされたＲＵＭを送信させる。
【００１５】
　さらなる態様は、ワイヤレス通信を容易にするプロセッサに関連し、プロセッサは、第
１のノードにおいてリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を生成し、なおＲＵＭは、第１の
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あらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されていることを示す；第
２のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは超過されている程度を示す
値を用いてＲＵＭを重み付けし；その重み付けされたＲＵＭを１つまたは複数の第２のノ
ードへと送信する；ように構成されている。
【００１６】
　前述の目的、および関連した目的の達成のために。１つまたは複数の態様は、この後、
十分に説明され、そして、特に特許請求の範囲において指摘される特徴、を備える。以下
の説明および添付の図面は、１つまたは複数の態様のある種の説明のための態様を詳細に
述べている。これらの態様は、しかしながら、様々な態様の原理が使用されることができ
る様々な方法のうちのいくつかを示すにすぎず、そして、説明される態様は、すべてのそ
のような態様およびそれらの均等物を含むように意図されている。
【００１７】
　［詳細な説明］
　次に様々な態様が、図面を参照して説明され、図面中において同様な参照番号は、全体
にわたって同様な要素を意味するように使用される。以下の説明においては、説明の目的
のために、多くの具体的な詳細が、１つまたは複数の態様の十分な理解を提供するために
述べられる。しかしながら、そのような態様（単数または複数）は、これらの具体的な詳
細なしに実行されることができることは明らかであり得る。他の例では、よく知られてい
る構造およびデバイスは、１つまたは複数の態様を説明することを容易にするためにブロ
ック図形式で示される。
【００１８】
　この出願において使用されるように、「コンポーネント」、「システム」などの用語は
、ハードウェア、ソフトウェア、実行中のソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア
、マイクロコード、および／またはそれらの任意の組合せのいずれでも、コンピュータに
関連したエンティティ(entity)について言及するように意図される。例えば、コンポーネ
ントは、それだけには限定されないが、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセッサ
、オブジェクト、実行ファイル(executable)、実行スレッド(thread of execution)、プ
ログラム、および／またはコンピュータとすることができる。１つまたは複数のコンポー
ネントは、プロセスおよび／または実行スレッドの内部に存在することができ、コンポー
ネントは、１台のコンピュータ上に局所化され、かつ／または２台以上のコンピュータ間
で分散されることができる。またこれらのコンポーネントは、様々なデータ構造が記憶さ
れている様々なコンピュータ読取り可能媒体から実行することもできる。コンポーネント
は、１つまたは複数のデータパケット（例えば、ローカルシステム、分散システムにおけ
る別のコンポーネントと、かつ／またはインターネットなどのネットワーク全体にわたっ
て信号を経由して他のシステムと、相互作用する１つのコンポーネントからのデータ）を
有する信号などに従って、ローカルおよび／またはリモートのプロセスを経由して通信す
ることができる。さらに、ここにおいて説明されるシステムのコンポーネントは、それに
関連して説明される様々な態様、目標、利点などを達成することを容易にするために再構
成され、かつ／または追加のコンポーネントによって補足されることができ、当業者によ
って認識されるように、与えられる図面中に述べられるそのものずばりのコンフィギュレ
ーションだけには限定されない。
【００１９】
　さらに、様々な態様が、加入者局に関連してここにおいて説明される。加入者局は、シ
ステム、加入者ユニット、移動局、モバイル、リモート局、リモート端末、アクセス端末
、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、またはユーザ装置と呼ばれること
もできる。加入者局は、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル(Sessi
on Initiation Protocol)（ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカルループ(wireless local l
oop)（ＷＬＬ）局、携帯型個人情報端末(personal digital assistant)（ＰＤＡ）、ワイ
ヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された他
の処理デバイスとすることができる。
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【００２０】
　さらに、ここにおいて説明される様々な態様または特徴は、標準のプログラミング技法
および／またはエンジニアリング技法を使用した製造の方法、装置、または物品としてイ
ンプリメントされることができる。ここにおいて使用されるような用語「製造の物品」は
、任意のコンピュータ読取り可能なデバイス、キャリア、または媒体からアクセス可能な
コンピュータプログラムを包含するように意図される。例えば、コンピュータ読取り可能
媒体は、それだけには限定されないが、磁気ストレージデバイス（例えば、ハードディス
ク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップ...）、光ディスク（例えば、コ
ンパクトディスク(compact disk)（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク(digital versatile
 disk)（ＤＶＤ）...）、スマートカード、およびフラッシュメモリデバイス（例えば、
カード、スティック、キードライブ...）を含むことができる。さらに、ここにおいて説
明される様々なストレージ媒体は、情報を記憶するための１つまたは複数のデバイスおよ
び／または他の機械読取り可能媒体を表すことができる。用語「機械読取り可能媒体」は
、それだけに限定されることなしに、１つ（または複数）の命令および／またはデータを
記憶し、含み、かつ／または搬送することができるワイヤレスチャネルおよび様々な他の
媒体を含むことができる。用語「例示の(exemplary)」は、ここにおいて「１つの例、イ
ンスタンス、または例証としての役割を果たす」ことを意味するように使用されることが
認識されるであろう。「例示の」としてここにおいて説明される任意の態様または設計は
、必ずしも他の態様または設計よりも好ましい、あるいは有利であると解釈されるべきで
あるとは限らない。
【００２１】
　ここにおいて使用されるような「ノード」は、アクセス端末またはアクセスポイントと
することができること、および各ノードは、受信ノードならびに送信ノードとすることが
できることが理解されるであろう。例えば、各ノードは、少なくとも１つの受信アンテナ
、および関連するレシーバチェーン(receiver chain)、ならびに少なくとも１つの送信ア
ンテナ、および関連するトランスミットチェーン(transmit chain)を備えることができる
。さらに、各ノードは、ここにおいて説明される方法および／またはプロトコルのうちの
どれかおよびすべてを実行するためのソフトウェアコードを実行する１つまたは複数のプ
ロセッサ、ならびにここにおいて説明される様々な方法および／またはプロトコルに関連
するデータおよび／またはコンピュータ実行可能命令を記憶するためのメモリを備えるこ
とができる。
【００２２】
　次に図１を参照すると、ワイヤレスネットワーク通信システム１００が、ここにおいて
提示される様々な態様に従って示される。システム１００は、互いにワイヤレス通信信号
を受信し、送信し、反復などする１つまたは複数のセクタ中における１つまたは複数の基
地局１０２（例えば、セルラ、Ｗｉ－Ｆｉまたはアドホック）など、複数のノード、およ
び／またはアクセス端末１０４など、１つまたは複数の他のノードを備える。各基地局１
０２は、当業者によって認識されるように、おのおのが、次には信号送信および信号受信
に関連する複数のコンポーネント（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調
器、デマルチプレクサ(demultiplexer)、アンテナなど）を備えることができるトランス
ミッタチェーン(transmitter chain)およびレシーバチェーンを備えることができる。ア
クセス端末１０４は、例えばセルラ電話、スマートフォン(smart phone)、ラップトップ
、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルドコンピューティングデバイス、衛星無線(sat
ellite radio)、全地球測位システム、ＰＤＡ、および／またはワイヤレスネットワーク
上で通信するための他の適切な任意のデバイスとすることができる。
【００２３】
　以下の考察は、ここにおいて説明される様々なシステムおよび／または方法の理解を容
易にするために提供される。様々な態様によれば、ノード重みは、（例えば、送信ノード
および／または受信ノードに対して）割り当てられることができ、ここで各ノード重みは
、ノードによってサポ－トされるフロー(flow)の数の関数(function)である。ここにおい
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て使用されるような「フロー」は、ノードにやって来る、またはノードから出て来る伝送
を表す。ノードの全体の重みは、そのノードを通過するすべてのフローの重みを合計する
ことにより決定されることができる。例えば、定ビットレート(Constant Bit Rate)（Ｃ
ＢＲ）フローは、あらかじめ決定された重みを有することができ、データフローは、それ
らのタイプ（例えば、ＨＴＴＰ、ＦＴＰ、...）などに比例した重みを有することができ
る。さらに、各ノードには、各ノードに対して余分な優先度を提供するために各ノードの
フロー重みに追加されることができるあらかじめ決定された静的重みが割り当てられるこ
とができる。ノード重みはまた、動的とすることもでき、ノードが搬送するフローの現在
の状態を反映することもできる。例えば、重みは、そのノードにおいて搬送されて（受信
されて）いるフローの最悪スループットに対応することができる。本質的に、重みは、ノ
ードが、共通のリソースについて競合する１組の干渉ノードの間で公平なチャネルアクセ
スを行う際に直面しており使用される不利の程度を表す。
【００２４】
　要求メッセージ、認可メッセージ(grant message)、およびデータ送信は、パワー制御
されることができる。しかしながら、ノードは、それにもかかわらずその信号対干渉雑音
(signal-to-interference noise)（ＳＩＮＲ）レベルを許容できないようにする過剰な干
渉に直面する可能性がある。望ましくないように低いＳＩＮＲを緩和するために、リソー
ス利用メッセージ（ＲＵＭ）が、利用されることができ、これらのリソース利用メッセー
ジは、レシーバ側（ＲｘＲＵＭ）および／またはトランスミッタ側（ＴｘＲＵＭ）とする
ことができる。レシーバの望ましいチャネル上の干渉レベルがあらかじめ決定されたしき
い値レベルを超過するときに、ＲｘＲＵＭは、レシーバによってブロードキャストされる
ことができる。ＲｘＲＵＭは、レシーバが低減させられた干渉を望む、認可されたチャネ
ルのリスト、ならびにノード重み情報を含むことができる。さらに、ＲｘＲＵＭは、一定
のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）で、または一定のパワーで送信されることができる。
ＲｘＲＵＭを復号化するノード（例えば、ＲｘＲＵＭを放出するレシーバと競合するトラ
ンスミッタ）は、ＲｘＲＵＭに反応することができる。例えば、ＲｘＲＵＭを聞くノード
は、レシーバからのそれらのそれぞれのチャネル利得を（例えば、受信ＰＳＤを測定する
ことにより、そしてＲｘＲＵＭが送信された一定ＰＳＤの知識を用いて）計算することが
でき、そして干渉を緩和するためにそれらのそれぞれの送信パワーレベルを低減させるこ
とができる。ＲｘＲＵＭ受信側は、ＲｘＲＵＭ上の示されるチャネルから完全にバックオ
フするように選択することさえできる。干渉回避が公平な方法で行われるように保証する
ために、すなわちすべてのノードが、送信機会の公平な配分比率(share)を得ることを保
証するために、重みが、ＲｘＲＵＭの中に含められることができる。与えられたノードの
重みは、ノードに対する割付けのためのリソースの公平な配分比率を計算するために利用
されることができる。一例によれば、ＲＵＭを送信し、かつ／またはＲＵＭに反応するた
めに使用されるしきい値は、システムの動作に基づいて決定されることができる。例えば
、純粋な衝突回避タイプのシステムにおいて、ＲＵＭは、あらゆる伝送ごとに送信される
ことができ、ＲＵＭを聞く任意のノードは、関連するチャネル上で送信しないことにより
、反応することができる。
【００２５】
　どのチャネルについてＲＵＭが適用されるかを示すチャネルビットマスクがＲＵＭに含
まれる場合、そのときには衝突回避についての追加の次元が実現されることができ、これ
は、レシーバが、チャネルの一部分にわたってデータの小さな量をスケジュールする必要
があり、そしてトランスミッタが全体のチャネルから完全にバックオフすることをのぞま
ないときに有用になる可能性がある。この態様は、衝突回避メカニズムにおいて、より微
細な細分性を提供することができ、これは、バーストの多いトラフィックでは重要になる
可能性がある。
【００２６】
　トランスミッタが十分なリソースを要求することができないときに（例えば、トランス
ミッタが、ほとんどのチャネル上でトランスミッタにバックオフするように強制する１つ
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または複数のＲｘＲＵＭを聞く場合に）、ＴｘＲＵＭは、トランスミッタによってブロー
ドキャストされることができる。ＴｘＲＵＭは、差し迫った干渉について隣接したレシー
バに通知するために、実際の送信の前にブロードキャストされることができる。ＴｘＲＵ
Ｍは、リスニング範囲内のすべてのレシーバに、トランスミッタが聞いているＲｘＲＵＭ
に基づいてトランスミッタが、それが帯域幅に対する最も有効な要求を有すると思うこと
を伝えることができる。ＴｘＲＵＭは、トランスミッタノードの重みについての情報を搬
送することができ、これは、リソースのそれらのそれぞれの配分比率を計算するために隣
接したノードによって使用されることができる。さらに、ＴｘＲＵＭは、データが送信さ
れるパワーレベルに比例したＰＳＤまたは送信パワーで送信されることができる。もしか
すると影響を受けるかも知れないノードだけがトランスミッタの状態について知らされる
必要があるにすぎないので、ＴｘＲＵＭは、一定の（例えば、高い）ＰＳＤで送信される
必要がないことが認識されるであろう。
【００２７】
　ＲｘＲＵＭは、レシーバが他の送信からの干渉によって帯域幅について不足で苦しんで
いる(starved)程度を「リスニング」範囲(“listening” range)内のすべてのトランスミ
ッタに対して（例えば、それらが、データをレシーバに送信するか否かにかかわらず）搬
送するように意図されている重み情報(weight information)、を搬送する。重みは、不利
の程度(degree of disadvantage)を表すことができ、レシーバがもっと不利であったとき
には、より大きく、あまり不利でないときには、より小さくすることができる。一例とし
て、スループットが不利の程度を測定するために使用される場合、そのときには可能性の
ある１つの関係は、

【数１】

【００２８】
として表されることができ、式中で、Ｒｔａｒｇｅｔは、望ましいスループットを表し、
Ｒａｃｔｕａｌは、達成される実際のスループットであり、Ｑ（ｘ）は、ｘの量子化され
た値を表す。レシーバにおいて単一フローが存在するとき、そのときにはＲｔａｒｇｅｔ

は、そのフローについての最小の望ましいスループットを表すことができ、Ｒａｃｔｕａ

ｌは、そのフローについて達成されている平均スループットを表すことができる。不利の
より大きな程度を表すより高い値の重みは、慣習的な事柄であることに注意すべきである
。同様にして、重み分解能ロジックが適切に修正される限りは、より高い値の重みが不利
のより低い程度を表す慣習が利用されることができる。例えば、人は、重みを計算するた
めにターゲットスループットに対する実際のスループットの比（以上で示された例の逆数
）を使用することができる。
【００２９】
　レシーバにおいて、もしかすると異なるＲｔａｒｇｅｔ値を有する複数のフローが存在
するとき、そのときにはレシーバは、最も不利なフローに基づいて重みを設定するように
選択することができる。例えば、
【数２】

【００３０】
であり、式中でｊは、レシーバにおけるフローインデックスである。重みをフロースルー
プットの合計に基づいたものにすることなど、他のオプションも同様に実行されることが
できる。上記における重みについて使用される関数形式は、単に例証のためにすぎないこ
とに注意すべきである。重みは、様々な異なる方法で、またスループットとは異なるメト
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リックを使用して計算されることができる。関連した態様によれば、レシーバは、送信元
（例えば、トランスミッタ）からの顕著なデータを有するかどうかを決定することができ
る。これは、レシーバが要求を受信している場合、あるいはレシーバが、それが認可して
いない先の要求を受信している場合に、当てはまる。この場合には、レシーバは、Ｒａｃ

ｔｕａｌがＲｔａｒｇｅｔよりも下にあるときに、ＲｘＲＵＭを送信することができる。
【００３１】
　ＴｘＲＵＭは、存在するか否かを伝える単一ビットの情報を搬送することができる。ト
ランスミッタは、あらかじめ定義された一連のアクションを実行することにより、ＴｘＲ
ＵＭビットを設定することができる。例えば、トランスミッタは、レシーバがＲｘＲＵＭ
を送信している場合に、それ自体のレシーバからのＲｘＲＵＭを含めて、トランスミッタ
が最近聞いているＲｘＲＵＭを収集することができる。トランスミッタがどのようなＲｘ
ＲＵＭも受信していない場合、トランスミッタは、ＴｘＲＵＭを送信せずにそのレシーバ
に対して要求を送信することができる。ただ１つのＲｘＲＵＭが、それ自体のレシーバか
らである場合、そのときにはトランスミッタは、要求とＴｘＲＵＭを送信することができ
る。
【００３２】
　代わりに、トランスミッタが、それ自体のレシーバからのＲｘＲＵＭを含めて、ＲｘＲ
ＵＭを受信している場合、トランスミッタは、ＲｘＲＵＭの重みに基づいてＲｘＲＵＭを
ソートすることができる。トランスミッタの自体のレシーバが最高の重みを有する場合、
そのときにはトランスミッタは、ＴｘＲＵＭと要求を送信することができる。トランスミ
ッタの自体のレシーバが、最高の重みでない場合、トランスミッタは、要求またはＴｘＲ
ＵＭを送信する必要はない。トランスミッタの自体のレシーバが、すべてが最高の重みに
あるいくつかのＲｘＲＵＭのうちの１つである場合、そのときにはトランスミッタは、１
／（最高の重みにおけるすべてのＲｘＲＵＭ）によって定義される確率でＴｘＲＵＭと要
求を送信する。別の態様によれば、レシーバが、それ自体のレシーバからのＲｘＲＵＭを
含まないＲｘＲＵＭを受信している場合、そのときにはトランスミッタは、要求を送信し
なくてもよい。上記されたＲｘＲＵＭ処理の全体シーケンスは、ＴｘＲＵＭのない場合で
さえ、適用されることができることに注意すべきである。そのような場合には、ロジック
は、そのレシーバに対して要求を送信すべきか否かを、そしてそうである場合、どのチャ
ネルについてかを決定するためにトランスミッタノードによって適用される。
【００３３】
　レシーバが聞く要求および／またはＴｘＲＵＭに基づいて、レシーバは、与えられた要
求を認可するように決定することができる。トランスミッタが、要求をしていないときに
は、レシーバは、認可を送信する必要はない。レシーバが、ＴｘＲＵＭを聞いているが、
レシーバがサーブ(serve)しているトランスミッタからは何も聞いていない場合、そのと
きにはレシーバは、認可を送信しない。レシーバが、それがサーブしているトランスミッ
タからのみＴｘＲＵＭを聞く場合、そのときにはレシーバは、認可を行うことを決定する
ことができる。レシーバが、それがサーブしていないトランスミッタからと同様に、それ
自体のトランスミッタからＴｘＲＵＭを聞いている場合、そのときには２つの結果が可能
である。例えば、送信レートの実行平均が少なくともＲｔａｒｇｅｔである場合、そのと
きにはレシーバは認可しない（例えば、レシーバは、そのトランスミッタに静かにしてい
るように強制する）。そうでなければ、レシーバは、１．０／（聞かれるＴｘＲＵＭの合
計）として定義される確率で認可する。トランスミッタが認可している場合には、トラン
スミッタは、レシーバによって受信されることができるデータフレームを送信する。正常
な送信のすぐ後に、トランスミッタもレシーバも、その接続についての平均レートをアッ
プデートする。
【００３４】
　他の態様によれば、スケジューリングアクション(scheduling action)は、等しいグレ
ードのサービス(equal grade of service)（ＥＧＯＳ）、あるいはレシーバに対する複数
の(multiple)トランスミッタおよび／またはフローの間の公平さとサービス品質とを管理
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するための他のスキームをインプリメントするようにプログラムされることができる。ス
ケジューラは、どのノードをスケジュールすべきかを決定するために、そのパートナーノ
ードによって受信されるレートのその知識を使用する。しかしながら、スケジューラは、
それが動作する媒体アクセスチャネルによって課される干渉ルールに従うことができる。
特に、スケジューラは、その近隣から聞くＲＵＭに従うことができる。例えば、順方向リ
ンク上では、アクセスポイント（ＡＰ）におけるスケジューラは、それがＲｘＲＵＭによ
ってブロックされない限りは、それがトラフィックを有するすべてのアクセス端末（ＡＴ
）に対して要求を送信することができる。ＡＰは、１つまたは複数のこれらのＡＴから戻
される認可を受信することができる。ＡＴは、それが、競合するＴｘＲＵＭによって取っ
て代わられる場合には、認可を送信しなくてもよい。次いで、ＡＰは、スケジューリング
アルゴリズムに応じて最高優先順位を有するＡＴをスケジュールすることができ、そして
送信することができる。
【００３５】
　逆方向リンク上では、送信すべきトラフィックを有する各ＡＴは、ＡＰに要求すること
ができる。ＡＴは、それがＲｘＲＵＭによってブロックされる場合には、要求を送信しな
いことになる。ＡＰは、それが以前のスロットにおいて聞いている任意のＴｘＲＵＭに従
いながら、スケジューリングアルゴリズムに応じて、最高の優先順位を有するＡＴをスケ
ジュールする。次いでＡＰは、ＡＴに対して認可を送信する。認可を受信するとすぐに、
ＡＴは、送信する。
【００３６】
　図２は、ここにおいて説明される１つまたは複数の態様に従って、リソース利用マスク
／メッセージ（ＲＵＭ）を使用してワイヤレスチャネルの重み付けされた公平な配分を実
行するための方法２００の説明図である。２０２において、決定は、ノード（例えば、ア
クセスポイント、アクセス端末など）が送信することを好むことになるチャネルの数に関
して行われることができる。そのような決定は、例えば送信されるべき与えられた量のデ
ータに関連する必要性、ノードにおいて直面される干渉、または他の適切な任意のパラメ
ータ（例えば、レイテンシ、データレート、スペクトル効率など）に基づいたものとする
ことができる。２０４において、１つまたは複数のチャネルが、チャネルの望ましい数を
達成するために選択されることができる。チャネル選択は、使用可能なチャネルについて
の好みを用いて実行されることができる。例えば、先行する送信期間において使用可能で
あったことが知られているチャネルは、先行する送信期間において占有されていたチャネ
ルよりも前に選択されることができる。２０６において、１つ（または複数）の選択され
たチャネルについての要求が、送信されることができる。要求は、トランスミッタ（例え
ば、送信ノード、...）がデータを送信しようと意図する好ましいチャネルのビットマス
クを備えることができ、トランスミッタからレシーバ（例えば、受信ノード、セル電話、
スマートフォン、ワイヤレス通信デバイス、アクセスポイント、...）へと送信されるこ
とができる。要求は、最新の時間スロットにおいてブロックされなかった第１の複数のチ
ャネルについての要求とすることができ、第１の複数のチャネルがデータ送信について不
十分である場合には、第２の複数のチャネルについての要求とすることなどができる。２
０６において送信される要求メッセージは、レシーバにおける信頼性の望ましいレベルを
保証するようにさらにパワー制御されることができる。
【００３７】
　他の態様によれば、与えられた送信についての望ましいチャネルの数の決定は、ノード
に関連する重みの関数、チャネルを要求する他のノードに関連する重みの関数、送信のた
めに使用可能なチャネルの数の関数、あるいは先行するファクタの任意の組合せとするこ
とができる。例えば、重みは、ノードを流れるフローの数、ノードにおいて直面される干
渉のレベルなどの関数とすることができる。他の特徴によれば、チャネル選択は、１つま
たは複数の組へとチャネルを分割することを備えることができ、チャネルの組における１
つまたは複数のチャネルが使用可能でないことを示す受信されたリソース利用メッセージ
（ＲＵＭ）に部分的に基づいたものとすることができる。ＲＵＭは、与えられたチャネル
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が使用可能である（例えば、ＲＵＭによって識別されない）かどうかを決定するために評
価されることができる。例えば、与えられたチャネルは、それがＲＵＭにおいてリストア
ップされていない場合に、使用可能であるという決定が、行われることができる。別の例
は、たとえＲＵＭがそのチャネルについて受信されたとしても、そのチャネルについての
公示された重みが、ノードのレシーバによって送信されるＲＵＭにおいて公示される重み
よりも低かった場合には、チャネルが、使用可能であると見なされることである。
【００３８】
　図３は、ここにおいて説明される１つまたは複数の態様に従って、リソース割付けを容
易にすることができる要求－認可イベントのシーケンスを示している。トランスミッタか
らレシーバへと送信される要求を備える第１の一連のイベント３０２が示される。要求を
受信するとすぐに、レシーバは、トランスミッタに対して認可メッセージを送信すること
ができ、この認可メッセージは、トランスミッタによって要求されるチャネルのすべてま
たはサブセットを認可する。次いでトランスミッタは、認可されたチャネルの一部または
すべての上でデータを送信することができる。
【００３９】
　関連した態様によれば、イベントのシーケンス３０４は、トランスミッタからレシーバ
へと送信される要求を備えることができる。要求は、トランスミッタが、レシーバに対し
てデータを送信することを希望するチャネルのリストを含むことができる。次いでレシー
バは、トランスミッタに対して認可メッセージを送信することができ、この認可メッセー
ジは、望ましいチャネルのすべてまたはサブセットが認可されていることを示す。次いで
トランスミッタは、レシーバに対してパイロットメッセージを送信することができ、この
パイロットメッセージの受信のすぐ後に、レシーバは、望ましくない低いＳＩＮＲを緩和
することを容易にするために、トランスミッタに対してレート情報を返信することができ
る。レート情報の受信のすぐ後に、トランスミッタは、認可されたチャネル上で、指示さ
れた送信レートでデータ送信を進めることができる。
【００４０】
　関連した態様によれば、トランスミッタが十分なリソースを要求することができないと
きに（例えば、トランスミッタがトランスミッタの使用可能なチャネルのほとんどを占有
する１つまたは複数のＲｘＲＵＭを聞く場合に）、ＴｘＲＵＭは、トランスミッタによっ
てブロードキャストされることができる。そのようなＴｘＲＵＭは、トランスミッタノー
ドの重みについての情報を搬送することができ、この重みは、リソースのそれらのそれぞ
れの配分比率を計算するために隣接するノードによって使用されることができる。さらに
、ＴｘＲＵＭは、データが送信されるパワーレベルに比例したＰＳＤで送信されることが
できる。もしかすると影響を受けるノードだけがトランスミッタの状態について知らされ
る必要があるので、ＴｘＲＵＭは、一定の（例えば、高い）ＰＳＤで送信される必要がな
いことが認識されるであろう。
【００４１】
　イベント３０２および３０４のシーケンスは、通信イベント中に強制される可能性があ
る複数の制約条件を考慮して、実行されることができる。例えば、トランスミッタは、以
前の時間スロットにおけるＲｘＲＵＭによってブロックされていない任意の１つ（または
複数）のチャネルを要求することができる。要求されたチャネルは、最新の送信サイクル
における正常なチャネルについての好みを用いて優先順位付けされることができる。十分
なチャネルが存在しない場合には、トランスミッタは、追加のチャネルについての競合を
通知するＴｘＲＵＭを送信することにより、その公平な配分比率を得るために追加のチャ
ネルを要求することができる。次いでチャネルの公平な配分比率は、聞かれているＲｘＲ
ＵＭを考慮して、競合する近隣（例えば、ノード）の数および重みに応じて決定されるこ
とができる。
【００４２】
　レシーバからの認可は、要求の中でリストアップされるチャネルのサブセットとするこ
とができる。レシーバには、最新の送信中に高い干渉レベルを示すチャネルを回避する権
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限が授けられることができる。認可されたチャネルが不十分である場合には、レシーバは
、１つまたは複数のＲｘＲＵＭを送信することにより、チャネルを（例えば、トランスミ
ッタの公平な配分比率まで）追加することができる。チャネルのトランスミッタの公平な
配分比率は、例えば、聞かれている（例えば受信されている）ＴｘＲＵＭを考慮して、隣
接するノードの数と重みを評価することにより、決定されることができる。
【００４３】
　送信するときに、トランスミッタは、認可メッセージの中で認可されるチャネルのすべ
てまたはサブセット上でデータを送信することができる。トランスミッタは、ＲｘＲＵＭ
を聞くとすぐに一部またはすべてのチャネル上の送信パワーを低減させることができる。
トランスミッタが、同じチャネル上で認可および複数のＲｘＲＵＭを聞く場合には、トラ
ンスミッタは、逆数の確率で送信することができる。例えば、１つの認可と３つのＲｘＲ
ＵＭが単一チャネルについて聞かれる場合、そのときにはトランスミッタは、１／３の確
率などで送信することができる（例えば、トランスミッタがチャネルを使用することにな
る確率は、１／３である）。
【００４４】
　他の態様によれば、過剰な帯域幅が、以上の制約条件に関して自由にされる配分スキー
ムに応じて割り付けられることができる。例えば、重みベースのスケジューリングは、上
記されるように、リソースの重み付けされた公平な配分を容易にすることができる。しか
しながら、過剰な帯域幅が存在する場合には、リソースの（例えば、最小の公平な配分比
率より上の）割付けは、強制される必要はない。例えば、フルバッファ(full buffer)を
有する２つのノードが、おのおの１００の重み（例えば、１００ｋｂｐｓのフローレート
(flow rate)に対応する）を有し、チャネルを共用しているというシナリオが、考えられ
ることができる。この状況においては、ノードは、チャネルを等しく共用することができ
る。それらが、チャネル品質を変化させることに直面する場合、２つのノードのおのおの
は、例えば３００ｋｂｐｓを認可されることができる。しかしながら、ノード２の配分比
率を５００ｋｂｐｓまで増大させるために、ノード１には、２００ｋｂｐｓだけを与える
ことが望ましいこともある。すなわち、そのような状況においては、より大きなセクタス
ループット(sector throughput)を達成するために何らかの不公平なやり方で任意の過剰
な帯域幅を配分することが望ましいこともある。重み付けメカニズムは、不公平な配分を
容易にするために簡単な方法で拡張されることができる。例えば、重みに加えて、各ノー
ドは、その割り当てられるレートの概念を有することもでき、この情報は、ＡＴによって
購入されるサービスに関連づけられることができる。ノードは、絶えずその平均レートを
（何らかの適切な期間上で）アップデートすることができ、ノードがそれらの割り当てら
れたレートを超えた過剰なリソースについて競うことにならないことを保証するために、
その平均スループットが割り当てられたレートより低いときにＲＵＭを送り出すことがで
き、次いでこの過剰なリソースは、他の配分スキームにおいて分配されることができる。
【００４５】
　図４は、様々な態様に従って、要求－認可スキームの理解を容易にするいくつかのトポ
ロジの説明図である。第１のトポロジ４０２は、極めて接近した３つのリンク（Ａ～Ｂ、
Ｃ～Ｄ、Ｅ～Ｆ）を有し、ここであらゆるノードＡ～Ｆは、あらゆる他のノードからのＲ
ＵＭを聞くことができる。第２のトポロジ４０４は、チェーンの形の３つのリンクを有し
、中央のリンク（Ｃ～Ｄ）は、両方の外側のリンク（Ａ～ＢおよびＥ～Ｆ）と干渉するが
、外側のリンクは、互いに干渉しない。ＲＵＭは、ＲＵＭの範囲が２つのノードであるよ
うに、この例に応じてシミュレートされることができる。第３のトポロジ４０６は、互い
に干渉し、互いのＲＵＭを聞くことができる右側の上の３つのリンク（Ｃ～Ｄ、Ｅ～Ｆ、
およびＧ～Ｈ）を備える。左側の上の単一のリンク（Ａ～Ｂ）は、リンク（Ｃ～Ｄ）と干
渉するだけである。
【００４６】
　様々な例に応じて、上記されるトポロジについて、３つのシステムの性能が以下の表１
に説明される。「完全な情報(Full Information)」のシナリオにおいては、ビットマスク
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と重みを有するＲｘＲＵＭ、ならびにビットマスクと重みを有するＴｘＲＵＭの利用可能
性が仮定される。「部分的な情報(Partial Information)」のシナリオにおいては、ビッ
トマスクと重みを有するＲｘＲＵＭと、重みは有するがビットマスクは有さないＴｘＲＵ
Ｍとが、仮定される。最後に「ＲｘＲＵＭだけ(RxRUM Alone)」のシナリオにおいては、
ＴｘＲＵＭは、送り出されない。
【表１】

【００４７】
　表１から分かるように、部分的な情報の提案は、収束の小さな遅れで重みの公平な配分
比率を達成することができる。収束数は、スキームが使用可能なチャネルの安定した分配
へと収束するためにかかるサイクルの数を示している。その後に、それらのノードは、同
じチャネルを利用し続けることができる。
【００４８】
　図５は、ここにおいて提示される１つまたは複数の態様に従って、一定のパワースペク
トル密度（ＰＳＤ）で送信されるリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を使用することによ
り、干渉を管理するための方法５００の説明図である。要求メッセージ、認可メッセージ
、および送信は、パワー制御されることができる。しかしながら、ノードは、それにもか
かわらず、その信号対干渉雑音比(signal-to-interference noise ratio)（ＳＩＮＲ）レ
ベルを許容不可能にする過剰な干渉に直面する可能性がある。望ましくないように低いＳ
ＩＮＲを緩和するために、ＲＵＭが利用されることができ、このＲＵＭは、レシーバ側（
ＲｘＲＵＭ）および／またはトランスミッタ側（ＴｘＲＵＭ）とすることができる。レシ
ーバの望ましいチャネル上の干渉レベルがあらかじめ決定されたしきい値レベルを超過す
るときに、ＲｘＲＵＭは、レシーバによってブロードキャストされることができる。Ｒｘ
ＲＵＭは、レシーバが低減させられた干渉を望む、チャネルのリスト、ならびにノード重
み情報を含むことができる。さらに、ＲｘＲＵＭは、一定のパワースペクトル密度（ＰＳ
Ｄ）で送信されることができる。ＲｘＲＵＭを「聞く」ノード（例えば、ＲｘＲＵＭを放
出するレシーバと競合するトランスミッタ）は、それらの送信を停止することにより、あ
るいは送信パワーを低減させることにより、ＲｘＲＵＭに反応することができる。
【００４９】
　例えば、ワイヤレスノードのアドホック展開においては、キャリア対干渉比(carrier-t
o-interference ratio)（Ｃ／Ｉ）は、一部のノードにおいては望ましくないように低い
こともあり、これは、正常な送信を妨害する可能性がある。Ｃ／Ｉを計算するために使用
される干渉レベルは、Ｃ／Ｉが、同様にＣ／（Ｉ＋Ｎ）、式中でＮはノイズである、とし
て表現されることができるように、ノイズを備えることができることが認識されるであろ
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う。そのような場合には、レシーバは、付近の他のノードにそれらのそれぞれの送信パワ
ーを低減させること、あるいは示されたチャネルから完全にバックオフすることのいずれ
かを要求することにより干渉を管理することができる。５０２において、第１のあらかじ
め決定されたしきい値より下のＣ／Ｉを示すチャネルの指示（例えば、マルチチャネルシ
ステムにおける）が生成されることができる。５０４において、どのチャネルが不十分な
Ｃ／Ｉを示すかを示す情報を備えるメッセージが送信されることができる。例えば、第１
のノード（例えば、レシーバ）は、望ましくないように低いＣ／Ｉを有するチャネルを示
す情報を備えるビットマスクと一緒に、ＲＵＭをブロードキャストすることができる。Ｒ
ＵＭは、さらにネットワーク中におけるすべてのノードに知られている一定のＰＳＤで送
信されることができる。このようにして、変化するパワーレベルを有するノードは、同じ
ＰＳＤを用いてブロードキャストすることができる。
【００５０】
　５０６において、メッセージ（例えば、ＲＵＭ）は、他のノードによって受信されるこ
とができる。ＲＵＭを受信するとすぐに、５０８において第２のノード（例えば、トラン
スミッタ）は、それ自体と第１のノードとの間の無線周波数（ＲＦ）距離（例えば、チャ
ネル利得）を計算するために、ＲＵＭに関連するＰＳＤを利用することができる。ＲＵＭ
に対する与えられたノードの反応は、ＲＦ距離に応じて変化する可能性がある。例えば、
５１０において、第２のあらかじめ決定されたしきい値とＲＦ距離の比較が実行されるこ
とができる。ＲＦ距離が、第２のあらかじめ決定されたしきい値よりも下にある（例えば
、第１のノードと第２のノードが互いに近接している）場合、そのときには５１２におい
て、第２のノードは、干渉を緩和するためにＲＵＭの中に示されるチャネル上のさらなる
どのような送信も中止することができる。代わりに、第２のノードと第１のノードが互い
から十分に離れている（例えば、それらの間のＲＦ距離が、５１０において比較されると
きに、第２のあらかじめ決定されたしきい値以上である）場合、そのときには５１４にお
いて、第２のノードは、第１のノードにおいて引き起こされることになり、第２のノード
がＲＵＭの中で示されるチャネル上で送信することを継続すべきであった場合に第２のノ
ードに帰せられる干渉の大きさを予測するためにＲＦ距離情報を利用することができる。
５１６において、予測された干渉レベルは、第３のあらかじめ決定されたしきい値レベル
と比較されることができる。
【００５１】
　例えば、第３のあらかじめ決定されたしきい値は、ターゲット干渉オーバーサーマル(i
nterference-over-thermal)（ＩＯＴ）レベルの固定部分とすることができ、このターゲ
ット干渉オーバーサーマルレベルは、共通の帯域幅上で測定される熱雑音パワーに対する
干渉雑音の比（例えば、６ｄＢのターゲットＩＯＴの訳２５％、または何らかの他のしき
い値レベル）である。予測される干渉がしきい値レベルより下である場合、そのときには
５２０において、第２のノードは、ＲＵＭの中で示されるチャネル上で送信することを継
続することができる。しかしながら、予測される干渉が、第３のあらかじめ決定されたし
きい値レベル以上であると決定される場合、そのときには５１８において、第２のノード
は、予測される干渉が第３のしきい値レベルより下になるまでその送信パワーレベルを低
減させることができる。このようにして、単一メッセージ、またはＲＵＭは、複数のチャ
ネル上での干渉を示すために使用されることができる。干渉ノードにパワーを低減させる
ことにより、影響を受けるノード（例えば、レシーバ、アクセス端末、アクセスポイント
、...）は、複数のチャネルのサブセット上で正常にビットを受信することができ、それ
らの送信パワーレベルを低減させるノードは、それらのそれぞれの送信を継続することを
可能にされることもできる。
【００５２】
　図６および７に関して、レシーバに、１つまたは複数のトランスミッタに対して、それ
が衝突回避モードの送信を好むということのみならず、それが他のレシーバに対してどれ
ほど不利な状況にあるかの尺度をも、伝えるようにさせることによって、柔軟な媒体アク
セス制御(flexible medium access control)は容易にされることができる。第３世代のセ
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ルラＭＡＣにおいては、セルにまたがった干渉回避についての必要性は、計画的展開スキ
ームを使用することにより、緩和されることができる。セルラＭＡＣは、一般に高い空間
効率（ビット／単位面積）を達成するが、計画的展開は、高価であり、時間がかかり、ホ
ットスポット展開(hotspot deployment)のためにはあまり適していない可能性もある。逆
に、８０２．１１ファミリの規格に基づいたＷＬＡＮシステムなどのＷＬＡＮシステムは
、展開に対して非常に少ない制約しか課さないが、セルラシステムに対してＷＬＡＮシス
テムを展開することに関連するコストと時間の節約は、ＭＡＣ中に構築されるべき増大さ
せられた干渉堅牢性を犠牲にして生じる。例えば、８０２．１１ファミリは、キャリア検
出多重アクセス(carrier sense multiple access)（ＣＳＭＡ）に基づいたＭＡＣを使用
する。ＣＳＭＡは、基本的には、「送信前にリッスンする(listen-before-transmit)」ア
プローチであり、ここでは送信することを意図するノードは、最初に媒体を「リッスン」
し、それがアイドル状態であることを決定し、次いで送信に先立ってバックオフプロトコ
ルに従う必要がある。キャリア検出ＭＡＣは、乏しい利用、限られた公平性制御、および
隠されたノードおよび露出されたノードに対する感受性をもたらす可能性がある。計画的
展開セルラシステムにもＷｉ－Ｆｉ／ＷＬＡＮシステムにも関連する欠陥を克服するため
に、図６および７に関連して説明される様々な態様は、同期制御チャネル送信（例えば、
要求、認可、パイロットなどを送信するための）、ＲＵＭの効率的使用（例えば、ＲｘＲ
ＵＭは、それが干渉するトランスミッタがバックオフすることを望むときにレシーバによ
って送信されることができ、ＴｘＲＵＭは、それが干渉するその意図される１つまたは複
数のレシーバに送信するその意図について知らせるためにトランスミッタによって送信さ
れることができるなど）、ならびに再使用を介して改善される制御チャネルの信頼性（例
えば、複数のＲＵＭがレシーバにおいて同時に復号化されることができるようにするため
の）などを使用することができる。
【００５３】
　いくつかの特徴に従って、ＲｘＲＵＭは、そのトランスミッタをサーブする際にレシー
バの不利の程度を示す係数で重み付けされることができる。そのときには、干渉するトラ
ンスミッタは、ＲｘＲＵＭを聞いたことと、次のアクションを決定するＲｘＲＵＭに関連
する重みの値の両方を使用することができる。一例によれば、レシーバが単一フローを受
信するときに、レシーバは、次式が成立するときにＲｘＲＵＭを送信することができ、
【数３】

【００５４】
ここで、ＲＳＴ（ＲＵＭ送信しきい値(RUM sending threshold)）は、フローについての
スループットターゲットであり、Ｒａｃｔｕａｌは、短期移動平均(short-term moving a
verage)として計算される実際に達成されるスループット（例えば、単極ＩＩＲフィルタ
を介した、...）であり、Ｔは、比が比較されるしきい値である。レシーバが特定のスロ
ット中にそのトランスミッタをスケジュールすることができない場合、そのスロットにつ
いてのレートは、０であると仮定されることができる。そうでなければ、そのスロットに
おいて達成されるレートは、平均化フィルタに供給されることができるサンプルである。
しきい値、Ｔ、は、１に設定されることができ、その結果、実際のスループットが、ター
ゲットスループットを割り込むときはいつでも、重みが生成され、そして送信される。
【００５５】
　トランスミッタは、それがＲｘＲＵＭメッセージを復号化することができる場合に、Ｒ
ｘＲＵＭを「聞く(hear)」ことができる。トランスミッタは、それがＲｘＲＵＭ送信元に
おいて引き起こすことになる干渉が、ＲＵＭ拒絶しきい値(RUM rejection threshold)（
ＲＲＴ）より下にあることをトランスミッタが推定する場合に、ＲｘＲＵＭメッセージを
オプションとして無視することができる。瞬間ＭＡＣ設計においては、Ｒｘ／ＴｘＲＵＭ
、要求および認可は、制御情報に対する干渉の影響が低いことを保証するために、非常に
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低い再使用ファクタ（例えば、１／４以下）を有する制御チャネル上で送信されることが
できる。トランスミッタは、聞かれているＲｘＲＵＭの組を解析することができ、その意
図されるレシーバから聞かれるＲｘＲＵＭが最高の重みのＲｘＲＵＭである場合に、トラ
ンスミッタは、「競合」に勝っており、チャネルを使用する権限があるトランスミッタを
聞くことができる（例えばそれ自体のレシーバを含めて）すべてのレシーバに対して指示
するＴｘＲＵＭを有する要求を送信することができる。ＴｘＲＵＭを送信するための他の
状態、等しい重みの複数のＲｘＲＵＭの取扱い、複数のＴｘＲＵＭ、要求などの取扱いな
どは、図６および７に関してさらに詳細に説明される。ＲｘＲＵＭ重みを設定すること、
およびトランスミッタにおける対応するアクションは、競合の決定論的解決と、それによ
ってＲＳＴの設定を介した共用される媒体、および重み付けされた公平な配分の改善され
た利用を可能にする。送り出されているＲｘＲＵＭの確率を制御するＲＳＴを設定するこ
とに加えて、ＲＲＴの設定は、システムが衝突回避モードで動作する程度を制御すること
を容易にすることができる。
【００５６】
　ＲＳＴに関して、システム効率の観点から、衝突回避プロトコルまたは同時送信プロト
コルが、どのプロトコルが特定のユーザコンフィギュレーションについてのより高いシス
テムスループットを達成するかについての解析に基づいて呼び出されることができるよう
に、ＲＳＴは、使用されることができる。ピークレートの観点、または遅延を許容できな
いサービスから、ユーザは、システム効率を犠牲にして同時送信を使用して達成されるこ
とができるレートよりも高いレートでデータをバーストすることを許可されることができ
る。さらに、ある種のタイプの固定レートトラフィックチャネル（例えば、制御チャネル
）は、特定のスループットが達成されることを必要とする可能性があり、ＲＳＴは、それ
に応じて設定されることができる。さらに、ある種のノードは、大きなトラフィックボリ
ュームの集合に起因した、より高いトラフィック要件を有することができる。ワイヤレス
バックホールが、ツリーのようなアーキテクチャにおいて使用され、レシーバがツリーの
ルートに近いノードをスケジュールしている場合に、これは特に当てはまる。
【００５７】
　固定ＲＳＴを決定する１つの方法は、計画的セルラシステムにおいて達成される順方向
リンクエッジスペクトル効率(forward link edge spectral efficiency)に基づいてＲＳ
Ｔを設定することである。セルエッジスペクトル効率(cell edge spectral efficiency)
は、ＢＴＳが、近隣が常に存在する与えられたユーザに対して送信するときに、エッジユ
ーザが、セルラシステムにおいて達成することができるスループットを示す。これは、そ
のように同時送信を用いたスループットが計画的セルラシステムにおけるセルエッジスル
ープットよりも悪くないことを保証するためであり、この計画的セルラシステムは、スル
ープットを（例えば、同時送信モードを使用して達成されることができるスループットよ
りも）改善する衝突回避モードへの遷移をトリガするために利用されることができる。他
の特徴によれば、ＲＳＴは、異なるユーザについて異なったものとすることができる（例
えば、ユーザは、異なるＲＳＴ、...に関連するサービスの異なるレベルに加入すること
ができる）。
【００５８】
　図６は、１つまたは複数の態様に従って、アドホック展開されるワイヤレスネットワー
クにおける柔軟な媒体アクセス制御（ＭＡＣ）を提供することを容易にするＴｘＲＵＭお
よび要求を生成するための方法６００の説明図である。ＴｘＲＵＭは、トランスミッタが
聞いているＲｘＲＵＭに基づいて、トランスミッタが、それが帯域幅にとって最も権限の
あるものであると思う、リスニング範囲内のすべてのレシーバに通知することができる。
ＴｘＲＵＭは、その存在を示す単一ビットの情報を搬送し、トランスミッタは、以下の方
法でＴｘＲＵＭビットを設定することができる。
【００５９】
　６０２において、トランスミッタは、それが１つのＲｘＲＵＭを送信している場合（す
なわち、Ｂが実行している例においてＲｘＲＵＭを送信している場合）、それ自体のレシ
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ーバ（例えば、Ａは、Ｂと通信しており、ＣおよびＤと干渉し、次いでＡは、Ｂがそのレ
シーバであるとして、Ｂ、ＣおよびＤからＲｘＲＵＭを聞くことができると仮定する）か
らのＲｘＲＵＭを含めて、（例えば、あらかじめ決定された監視期間内で）１つまたは複
数のＲｘＲＵＭをちょうど聞いているかどうかを決定することができる。ここにおいて説
明されるように、「ノード」は、アクセス端末またはアクセスポイントとすることができ
、レシーバとトランスミッタの両方を備えることもできる。したがって、この説明におけ
る「トランスミッタ」や「レシーバ」などの専門用語の使用は、それぞれ「ノードが、ト
ランスミッタの役割を演じるとき」、および「ノードが、レシーバの役割を演じるとき」
として解釈されるべきである。トランスミッタが、どのようなＲｘＲＵＭも受信していな
い場合、そのときには６０４において、トランスミッタは、ＴｘＲＵＭを送信せずに、そ
のレシーバに対して要求を送信する。トランスミッタが、少なくとも１つのＲｘＲＵＭを
受信している場合、そのときには６０６において、ＲＸＲＵＭが、トランスミッタ自体の
レシーバ（例えば、トランスミッタのノードにおけるレシーバ、...）から受信されてい
るかどうかに関する決定が行われることができる。そうでない場合、そのときには６０８
において、ＴｘＲＵＭと、関連する要求を送信することを控えるように決定が行われるこ
とができる。
【００６０】
　６０６における決定が肯定的(positive)である場合、そのときには６１０において、ト
ランスミッタ自体のレシーバから受信されたＲｘＲＵＭが、聞いている唯一のＲｘＲＵＭ
であるかどうかに関するさらなる決定が行われることができる。そうである場合、そのと
きには６１２において、トランスミッタは、送信すべきＴｘＲＵＭと要求を送信すること
ができる。トランスミッタが、それ自体のレシーバからのＲｘＲＵＭを含めて複数のＲｘ
ＲＵＭを受信している場合、そのときには６１４において、トランスミッタは、それに関
連する重みに基づいてＲｘＲＵＭをソートするように進むことができる。６１６において
、トランスミッタ自体のレシーバから受信されたＲｘＲＵＭが、すべての受信されたＲｘ
ＲＵＭのうちの最高の重み（例えば、最大レベルの不利）を有するかどうかに関する決定
が行われることができる。そうである場合、そのときには６１８において、トランスミッ
タは、送信すべきＴｘＲＵＭと要求の両方を送信することができる。６１６における決定
が否定的である場合、そのときには６２０において、トランスミッタは、ＴｘＲＵＭなら
びに要求を送信することを控えることができる。トランスミッタが、それ自体のレシーバ
からのＲｘＲＵＭ、ならびに１つまたは複数の他のＲｘＲＵＭを受信し、すべてが等しい
重みであるというシナリオにおいては、次いでトランスミッタは、確率１／ＮでＴｘＲＵ
Ｍと要求を送信することができ、ここでＮは、最高の重みを有するＲｘＲＵＭの数である
。一態様においては、図６のロジックは、どのようなＴｘＲＵＭもなしに、そうでなくて
たった１つの要求が適用されることができる。すなわち、ＲｘＲＵＭは、ノードが、特定
のリソースについての要求を送信することができるか否かを制御する。
【００６１】
　「不利(disadvantage)」は、ここにおいて使用されるように、例えば、与えられたノー
ドについての実際の値に対するターゲット値の比の関数として決定されることができる。
例えば、不利が、より高い値が望ましい場合のスループット、スペクトル効率、データレ
ート、または何らかの他のパラメータの関数として測定されるとき、そのときにはノード
が不利な状況に置かれるときに、実際の値は、ターゲット値よりも相対的に低いことにな
る。そのような場合には、ノードの不利のレベルを示す重み付けされた値は、実際の値に
対するターゲット値の比の関数とすることができる。不利が基づいているパラメータが、
低いことが望ましい（例えば、レイテンシ）場合には、実際の値に対するターゲット値の
比の逆数が、重みを生成するために利用されることができる。ここにおいて使用されるよ
うに、別のノードに対して「よりよい(better)」状態を有するものとして説明されるノー
ドは、不利のより少ないレベルを有するように理解されることができる（例えば、よりよ
い状態を有するノードは、比較される別のノードよりも、少ない干渉、少ないレイテンシ
、高いデータレート、高いスループット、高いスペクトル効率などを有する）。
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【００６２】
　一例によれば、トランスミッタＡおよびトランスミッタＣは、それぞれレシーバＢおよ
びレシーバＤに対して同時に（例えば、トランスミッタが指定される時刻に送信し、レシ
ーバが他の指定される時刻に送信する同期媒体アクセス制御スキームに応じて）送信する
ことができる。レシーバＢは、それが直面している干渉の量を決定し、かつ／またはあら
かじめ決定していることができ、トランスミッタＡやトランスミッタＣなどのトランスミ
ッタに対してＲｘＲＵＭを送信することができる。レシーバＤは、レシーバＢと同時に送
信するので、レシーバＤは、ＲｘＲＵＭをリッスンする必要がない。さらなる例として、
レシーバＢからＲｘＲＵＭを聞くとすぐに、トランスミッタＣは、ＲｘＲＵＭの中に示さ
れるようにレシーバＢの状態を評価することができ、レシーバＢの状態とそれ自体の状態
（これは、Ｃに知られており、あるいはＤによって送信されるＲｘＲＵＭによって公示さ
れることができる）を比較することができる。比較するとすぐに、いくつかのアクション
が、トランスミッタＣによって取られることができる。
【００６３】
　例えば、トランスミッタＣが、レシーバＢよりも低い干渉の程度に直面しているという
決定をするとすぐに、トランスミッタＣは、送信する要求を送信することを控えることに
より、バックオフすることができる。追加して、または代わりに、トランスミッタＣは、
それが、レシーバＢにおいて（例えば、レシーバからのＲｘＲＵＭが、同じ、または一定
のパワースペクトル密度で送信される場合に）どれだけ多くの干渉を引き起こしているか
を評価し、または決定することができる。そのような決定は、レシーバＢに対するチャネ
ル利得を推定することと、送信パワーレベルを選択することと、選択された送信パワーレ
ベルにおけるトランスミッタＣからの送信によってレシーバＢにおいて引き起こされるこ
とになる干渉のレベルが、あらかじめ決定された許容可能なしきい値干渉レベルを超過す
るかどうかを決定することとを備えることができる。決定に基づいて、トランスミッタＣ
は、以前の送信パワーレベル以下のパワーレベルで送信することを選ぶことができる。
【００６４】
　トランスミッタＣの状態（例えば、リソースの不足、干渉、...に関する不利のレベル
）が、レシーバＢの状態にほぼ等しい場合には、トランスミッタＣは、それが聞いている
ＲｘＲＵＭに関連する重みを評価し、かつ／または対処することができる。例えば、トラ
ンスミッタＣが、３、５、５、および５の重みを有する４つのＲＵＭを聞いており、レシ
ーバＢから聞かれるＲｘＲＵＭが５の重みのうちの１つを持つ（例えば、トランスミッタ
Ｃによって聞かれるすべてのＲｘＲＵＭのうちの最も重い重みに等しい重みを有する）場
合、そのときにはＣは、確率１／３で要求を送信することになる。
【００６５】
　図７は、１つまたは複数の態様に従って、送信すべき、要求についての認可を生成する
ための方法７００を示している。７０２において、レシーバは、それが最近に（例えば、
あらかじめ定義された監視期間、...中に）聞いており、または受信している要求および
ＴｘＲＵＭを評価することができる。要求が受信されていない場合、そのときには７０４
において、レシーバは、認可メッセージを送信することを控えることができる。少なくと
も１つの要求およびＴｘＲＵＭが受信されている場合、そのときには７０６において、受
信された１つ（または複数）のＴｘＲＵＭが、レシーバがサーブするトランスミッタから
であるかどうかに関する決定が行われることができる。そうでない場合、そのときには７
０８において、レシーバは、認可を送信することを控えることができる。そうである場合
、そのときには７１０において、レシーバは、すべての受信されたＴｘＲＵＭが、レシー
バによってサーブされるトランスミッタからであるかどうかを決定することができる。
【００６６】
　７１０における決定が肯定的である場合、そのときには７１２において、認可が生成さ
れ、１つまたは複数の要求するトランスミッタに対して送信されることができる。７１０
における決定が否定的であり、レシーバが、レシーバがサーブしないトランスミッタから
のＴｘＲＵＭに加えてそれ自体のトランスミッタからのＴＸＲＵＭを受信している場合、
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そのときには７１４において、送信レートの実行平均がＲｔａｒｇｅｔ以上であるかどう
かに関する決定が行われることができる。送信レートの実行平均がＲｔａｒｇｅｔ以上で
ある場合、そのときには７１６において、レシーバは、要求されたリソースを認可するこ
とを控えることができる。そうでない場合、そのときには７１８において、レシーバは、
１／Ｎの確率で認可を送信することができ、ここでＮは受信されるＴｘＲＵＭの数である
。別の態様においては、ＴｘＲＵＭは、ちょうどＲｘＲＵＭにおけるような重みを含むこ
とができ、少なくとも１つがそのトランスミッタのうちの１つからで、１つが別のトラン
スミッタからの複数のＴｘＲＵＭが聞かれるときには、次いで最高の重みを有するＴｘＲ
ＵＭがそのトランスミッタのうちの１つによって送信されたか否かに基づいて認可が行わ
れる。そのトランスミッタのうちの１つに由来したものを含めて、最高の重みにおける複
数のＴｘＲＵＭとの関係(tie)の場合には、認可は、確率ｍ／Ｎで送信され、ここでＮは
、最高の重みで聞かれるＴｘＲＵＭの数であり、そのＮのうちのｍ個は、レシーバのトラ
ンスミッタに由来したものである。
【００６７】
　関連した態様によれば、レシーバは、それが送信元からの顕著なデータを有するかどう
かを定期的に、かつ／または絶えず評価することができる。これは、レシーバが、現在の
要求を受信している場合、あるいはレシーバが、それが認可していない先の要求を受信し
ている場合に当てはまる。どちらの場合にも、レシーバは、平均送信レートがＲｔａｒｇ

ｅｔよりも下にあるときはいつでもＲｘＲＵＭを送り出すことができる。さらに、トラン
スミッタの要求の認可のすぐ後に、トランスミッタは、データフレームを送信することが
でき、このデータフレームは、レシーバによって受信されることができる。トランスミッ
タ－レシーバ対について顕著なデータが存在する場合、そのときにはトランスミッタもレ
シーバも、接続についての平均レート情報をアップデートすることができる。
【００６８】
　図８は、１つまたは複数の態様に従って、与えられたノードに関連する不利のレベルに
応じてＲＵＭを送信すべきチャネルの数を調整することにより、競合するノードの間の公
平性を達成するための方法８００の説明図である。先行する図に関して上記されるように
、レシーバが、乏しい通信状態に直面しており、それが直面する干渉の低減を望むことを
示すために、ＲｘＲＵＭが送り出される。ＲｘＲＵＭは、重みを含んでおり、この重みは
、ノードが直面している不利の程度を定量化している。一態様によれば、重みは、ＲＳＴ
／平均スループットに等しく設定されることができる。ここで、ＲＳＴは、ノードが望む
平均スループットである。送信ノードが複数のＲｘＲＵＭを聞くときは、その送信ノード
は、それらの間の競合を解決するためにそれぞれの重みを利用することができる。最高の
重みを有するＲｘＲＵＭが、トランスミッタ自体のレシーバを起源とする場合、そのとき
にはトランスミッタは、送信することを決定することができる。そうでない場合には、ト
ランスミッタは、送信することを控えることができる。
【００６９】
　ＴｘＲＵＭは、差し迫った送信を通知するためにトランスミッタによって送り出され、
２つの目的を有する。第１に、ＴｘＲＵＭは、レシーバにそのＲｘＲＵＭが局所的な競合
に勝ったことを知らせ、それ故にそれは、送信のスケジュールを進める(go schedule)こ
とができる。第２に、ＴｘＲＵＭは、差し迫った干渉について他の隣接するレシーバに通
知する。システムが、複数のチャネルをサポートするときに、ＲＵＭは、重みに加えてビ
ットマスクを搬送することができる。ビットマスクは、このＲＵＭが適用可能なチャネル
を示す。
【００７０】
　ＲｘＲＵＭを受信するノードは、送信することを控えるように誘導される可能性がある
ので、ＲｘＲＵＭにより、ノードは、そのすぐ近隣における干渉をクリアすることができ
るようになる。重みは、公平な競合を可能にする（例えば、最大の不利を伴うノードが勝
つ）が、マルチチャネルＭＡＣを有することは、別の自由度を提供することができる。ノ
ードがＲｘＲＵＭを送信することができるチャネルの数は、もっと急速に追いつくために
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、非常に乏しい履歴を有するノードに対する不利のその程度に基づいたものにすることが
できる。ＲｘＲＵＭが正常であり、それに応じてノードによって受信される送信レートが
、その状態を改善するとき、ノードは、それがＲｘＲＵＭを送信するチャネルの数を減少
させることができる。厳しい輻輳に起因して、ＲＵＭが最初に成功せず、スループットが
改善しない場合、ノードは、それがＲＵＭを送信するチャネルの数を増大させることがで
きる。非常に輻輳した状況においては、ノードは、非常に不利な状況に置かれるようにな
る可能性があり、すべてのチャネルについてＲｘＲＵＭを送信することができ、それによ
って単一のキャリアの場合へと劣化する。
【００７１】
　本方法によれば、８０２において、不利のレベルは、ノードについて決定されることが
でき、ＲＵＭは、リスニング範囲内の他のノードに対する不利のレベルを示すように生成
されることができる。例えば、不利のレベルは、ノードにおける受信サービスのレベルの
関数として決定されることができ、この受信サービスのレベルは、レイテンシ、ＩＯＴ、
Ｃ／Ｉ、スループット、データレート、スペクトル効率など、様々なパラメータによって
影響を受ける可能性がある。８０４において、ＲＵＭを送信すべきチャネルの数が、選択
されることができ、このチャネルの数は、不利のレベルにふさわしいものとすることがで
きる（例えば、不利が大きくなるほど、チャネルの数は大きくなる）。８０６において、
ＲＵＭは、それらのチャネルについて送信されることができる。８０８において、サービ
ス品質(quality of service)（ＱｏＳ）が、ノードについて測定されることができ、不利
は、ノードの状態が改善しているかどうかを決定するために再評価されることができる。
８１０において、測定されたＱｏＳに基づいて、後続のＲＵＭが送信されるチャネルの数
は、調整されることができる。例えば、ノードのＱｏＳが改善せず、または悪化しなかっ
た場合、そのときには８１０において、ノードにおいて受信されるサービスのレベルを改
善するために、後続のＲＵＭが送信されるチャネルの数は、増大させられることができる
。ノードのＱｏＳが改善している場合、そのときには８１０において、後続のＲＵＭが送
信されるチャネルの数は、リソースを節約するために減少させられることができる。本方
法は、ＲＵＭ送信、サービス評価、チャネル数調整のさらなる繰り返しのために８０６へ
と戻ることができる。ＲＵＭが送信されるチャネルの数を増大させるか、または減少させ
るかについての決定は、ノードによって使用されているＱｏＳメトリックの関数とするこ
ともできる。例えば、ＲＵＭが（不利の継続されるレベル、または悪化するレベルに基づ
いて）送信されるチャネルの数を増大させることは、スループット／データレートタイプ
のメトリックでは、意味があることもあるが、レイテンシメトリックでは、そうではない
こともある。
【００７２】
　関連した態様によれば、ノードベースおよび／またはトラフィックベースの優先順位は
、より高い優先順位を有するノードが、より低い優先順位のノードよりも大きな数のチャ
ネルを奪い取る(commandeer)ことができるようにすることにより、組み込まれることがで
きる。例えば、不利な状況に置かれたビデオ呼出し元(video caller)は、同時に８チャネ
ルを受信することができるが、同様に不利な状況に置かれた音声呼出し元(voice caller)
は、２つのキャリアを受信するにすぎない。ノードが取得することができるチャネルの最
大数は、制限されることもできる。上限は、搬送されているトラフィックのタイプ（例え
ば、小さな音声パケットは、一般的に数チャネルよりも多くは必要としない）、ノードの
パワークラス（例えば、弱いトランスミッタは、あまりにも大きすぎる帯域幅上でそのパ
ワーを分散させなくてもよい）、レシーバに対する距離、および結果として生じる受信Ｐ
ＳＤなどによって決定されることができる。このようにして、方法８００は、さらに干渉
を低減させ、リソースの節約を改善することができる。さらに他の態様は、ノードに割り
付けられたチャネルの数を示すためにビットマスクを使用することを提供する。例えば、
６ビットのマスクは、ＲＵＭが６チャネルまでについて送信されることができることを示
すために利用されることができる。ノードは、干渉するノードが、割り付けられたサブキ
ャリアのすべてまたはサブセット上で送信することを控えることをさらに要求することが



(24) JP 4965577 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

できる。
【００７３】
　図９は、１つまたは複数の態様に従う、一定のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）での２
つのノードの間におけるＲｘＲＵＭ送信の説明図である。ノードが厳しい干渉に直面する
ときに、そのノードは、他のノードによって引き起こされる干渉を制限することから恩恵
を得ることができ、これは、次にはよりよい空間再使用と改善された公平さを可能にする
。８０２．１１ファミリのプロトコルにおいては、送信要求(request-to-send)（ＲＴＳ
）パケットと、送信可(clear-to-send)（ＣＴＳ）パケットが、公平さを達成するために
使用される。ＲＴＳを聞くノードは、送信を停止し、そのノードにより、要求するノード
はパケットを正常に送信することができるようになる。しかしながら、多くの場合にこの
メカニズムは、不必要にオフにされる多数のノードをもたらす。さらに、ノードは、全帯
域幅にわたってフルパワーでＲＴＳとＣＴＳとを送信することができる。一部のノードが
他よりも高いパワーを有する場合、そのときには異なるノードについてのＲＴＳとＣＴＳ
についての範囲は、異なったものになる可能性がある。したがって、高パワーノードは、
低パワーノードについて範囲外になるので、高パワーノードによって強く干渉を受ける可
能性がある低パワーノードは、ＲＴＳ／ＣＴＳを介して高パワーノードを遮断することが
できないこともある。そのような場合には、高パワーノードは、低パワーノードに対して
恒久的な「隠された」ノードである。たとえ低パワーノードが、そのトランスミッタまた
はレシーバのうちの１つに対してＲＴＳまたはＣＴＳを送信するとしても、高パワーノー
ドを遮断することはできなくなる。したがって、８０２．１１ＭＡＣは、すべてのノード
が等しいパワーを有することを必要とする。これは、特にカバレージの観点から性能にお
ける制限を導入する。
【００７４】
　図９のメカニズムは、１つまたは複数のチャネルについて望ましくないように低いＳＩ
ＮＲに直面しているノードにおいて、レシーバからのＲＵＭをブロードキャストすること
を容易にする。ＲＵＭは、ノードの送信パワー能力に関係なく一定の知られているＰＳＤ
で送信されることができ、受信ノードは、受信ＰＳＤを観察し、それ自体とＲＵＭ送信ノ
ードとの間のチャネル利得を計算することができる。ひとたびチャネル利得が知られた後
に、受信ノードは、ＲＵＭ送信ノードにおいて（例えば、それ自体の送信パワーに部分的
に基づいて）引き起こす可能性の高い干渉の量を決定することができ、一時的に送信する
ことを控えるか否かを決定することができる。
【００７５】
　ネットワークの中のノードが異なる送信パワーを有する場合には、ＲＵＭを聞くノード
は、それらのそれぞれの知られている送信パワーと計算されたチャネル利得に基づいて遮
断すべきかどうかを決定することができる。したがって、低パワートランスミッタは、そ
れがかなりの干渉を引き起こすことにならないので、不必要に遮断する必要はない。この
ようにして、干渉を引き起こしているノードだけが、遮断されることができ、それによっ
て従来のＲＴＳ－ＣＴＳメカニズムの前述の欠陥を緩和する。
【００７６】
　例えば、第１のノード（ノードＡ）は、チャネル、ｈ上で第２のノード（ノードＢ）か
らＲｘＲＵＭを受信することができる。ＲｘＲＵＭは、パワーレベル、ｐＲｘＲＵＭで送
信されることができ、受信信号値、Ｘは、Ｘが、送信パワー、ｐＲｘＲＵＭによって乗算
されたチャネル、ｈに雑音を加えた和に等しくなるように評価されることができる。ノー
ドＡは、その後、受信信号値、ＸをｐＲｘＲＵＭによって除算することにより、ｈを推定
するようにチャネル推定プロトコルを実行することができる。ノードＢの重みがノードＡ
の重みよりも高い場合、そのときには、ノードＡは、さらに　
　　ＩＡ＝ｈｅｓｔ＊ｐＡ

となるように、望ましい送信パワー（ｐＡ）によってチャネル推定値を乗算することによ
り、ノードＡがノードＢに対して引き起こす可能性がある干渉を推定することができ、こ
こで、ＩＡは、ノードＢにおいてノードＡによって引き起こされる干渉である。
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【００７７】
　一例に応じて、最大送信パワー、Ｍ、が２ワットであるように決定され、最小送信帯域
幅が、５ＭＨｚであり、その結果、最大ＰＳＤが２ワット／５ＭＨｚ、すなわち０．４Ｗ
／ＭＨｚである場合のシステムを考察する。システムにおける最小送信パワーは、２００
ｍＷであると仮定する。そのときには、ＲＵＭは、システムにおける最大許容ＰＳＤの範
囲に等しくなるような範囲を有するように設計される。２００ｍＷトランスミッタについ
てのこのパワースペクトル密度とＲＵＭについてのデータレートが、そのときにはこれら
の範囲に等しくなるように選択される。前述の例は、例示の目的のために存在しており、
ここにおいて説明されるシステムおよび／または方法は、以上で提示された特定の値だけ
には限定されず、そうでなくて適切な任意の値を利用することができることが理解される
であろう。
【００７８】
　図１０は、１つまたは複数の態様に従って、第２のノードにおいて第１のノードによっ
て引き起こされることになる干渉の量を推定することを容易にするＲＵＭ送信について一
定のＰＳＤを使用するための方法１０００の説明図である。１００２において第１のノー
ドは、第２のノードから、知られているＰＳＤでＲｘＲＵＭを受信することができる。１
００４において、第１のノードは、その知られているＰＳＤに基づいてそれ自体と第２の
ノードとの間のチャネル利得を計算することができる。１００６において、第１のノード
は、１００４において計算されるチャネル利得に少なくとも部分的に基づいて、第１のノ
ードが第２のノードにおいて引き起こすことができる干渉の量を推定するために、それ自
体の送信に関連する送信ＰＳＤを使用することができる。第１のノードが送信すべきか、
あるいは送信することを控えるべきかを決定するために、１００８において、干渉推定値
は、あらかじめ決定されたしきい値と比較されることができる。推定値が、あらかじめ決
定されたしきい値よりも大きい場合、そのときには１０１２において、第１のノードは、
送信すること（これは、データを送信すること、または要求を送信することのいずれをも
含むことができる）を控えることができる。推定値が、あらかじめ決定されたしきい値よ
りも小さい場合、そのときには１０１０において、第１のノードは、それが第２のノード
と実質的に干渉しないので、送信することができる。第２のノードによって送信されるＲ
ｘＲＵＭは、第２のノードに対する与えられた近接性内の複数の受信ノードによって聞か
れることができ、各受信ノードは、それが送信すべきか否かを評価するために方法１００
０を実行することができることが認識されるであろう。
【００７９】
　別の例によれば、第２のノードは、例えば２００ｍＷで送信することができ、第１のノ
ードは、２ワットで送信することができる。そのような場合には、第２のノードは、ｒの
送信半径を有することができ、第１のノードは、１０ｒの送信半径を有することができる
。したがって、第１のノードは、第２のノードが、一般的に送信し、または受信するより
も第２のノードから１０倍までさらに離れて位置付けられることができるが、依然として
そのより高い送信パワーのために、第２のノードと干渉する可能性があることもある。そ
のような場合には、第２のノードは、第１のノードがＲｘＲＵＭを受信することを保証す
るために、ＲｘＲＵＭ送信中にその送信ＰＳＤをブーストする(boost)ことができる。例
えば、第２のノードは、最大許容可能ＰＳＤでＲｘＲＵＭを送信することができ、この最
大許容可能ＰＳＤは、与えられたネットワークについてあらかじめ定義されることができ
る。そのときには、第１のノードは、上記のように方法１０００を実行し、送信すべきか
否かを決定することができる。
【００８０】
　図１１は、様々な態様に従って、計画的ワイヤレス通信環境および／またはアドホック
ワイヤレス通信環境における干渉制御パケットに応答するための方法１１００を示してい
る。１１０２において、第１のノードからのＲｘＲＵＭが、第２のノードにおいて受信さ
れることができる。１１０４において、メトリック値が、ＲＵＭに関連するあらかじめ決
定された値に少なくとも部分的に基づいて生成されることができる。例えば、ＲＵＭが１
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１０２において受信されるときに、受信ノード（例えば、第２のノード）は、ＲＵＭ受信
パワー、ＲＵＭ＿Ｔｘ＿ＰＳＤ（システムの知られている定数）、およびＤａｔａ＿Ｔｘ
＿ＰＳＤ（ＲＵＭ受信ノードがそのデータを送信することを望むことになるＰＳＤ）を推
定することにより、ＲＵＭ＿Ｒｘ＿ＰＳＤを知り、あるいは決定することができる。ＲＵ
Ｍ＿Ｔｘ＿ＰＳＤおよびＲＵＭ＿Ｒｘ＿ＰＳＤはまた、ｄＢｍ／Ｈｚで量子化され、ここ
で前者は、すべてのノードについて定数であり、後者はチャネル利得に依存する。同様に
、Ｄａｔａ＿Ｔｘ＿ＰＳＤは、ｄＢｍ／Ｈｚで測定され、ノードに関連するパワークラス
に依存する可能性がある。１１０４において生成されるメトリックは、　
　　ｍｅｔｒｉｃ
　　　　＝Ｄａｔａ＿Ｔｘ＿ＰＳＤ＋（ＲＵＭ＿Ｒｘ＿ＰＳＤ－ＲＵＭ＿Ｔｘ＿ＰＳＤ）
　
として表されることができ、この式は、ＲＵＭ－送信ノード（例えば、ＴｘＲＵＭについ
ての）、あるいはＲＵＭ－受信ノード（例えば、ＲｘＲＵＭについての）が、他のノード
において引き起こすことができる可能性のある干渉の推定値を表す。
【００８１】
　１１０６において、メトリック値は、ｄＢｍ／Ｈｚで定義されるあらかじめ決定された
ＲＵＭ拒絶しきい値（ＲＲＴ）と比較されることができる。メトリックがＲＲＴ以上であ
る場合、そのときには１１０８において、第２のノードは、ＲＵＭに応答することができ
る。メトリックがＲＲＴよりも小さい場合、そのときには１１１０において、第２のノー
ドは、ノードに応答することを控えることができる（例えば、それが第１のノードと実質
的に干渉しないことになるので）。１１０８におけるＲＵＭに対する応答は、あらかじめ
定義された値、Ω、より大きい干渉オーバーサーマル（ＩＯＴ）比に関連した干渉を除去
することができ、これは熱雑音Ｎ０に対するデシベルで測定され、これは、ｄＢｍ／Ｈｚ
で測定される（例えば、ｍｅｔｒｉｃ≧Ω＋Ｎ０となるように）。すべての実質的に可能
性のある干渉信号(interferer)が静かであることを保証するために、ＲＲＴは、ＲＲＴ＝
Ω＋Ｎ０となるように設定されることができる。ＲＲＴしきい値が満たされることになる
か否かを決定するタスクは、ＲＵＭ上の公示された重みが、ＲＵＭ送信元がＲＵＭ受信側
よりも大きな不利の程度を有することを示すときだけに、ＲｘＲＵＭ受信ノードによって
引き受けられることに注意すべきである。
【００８２】
　図１２は、上記された様々な態様に従って、ＲｘＲＵＭを生成するための方法１２００
の説明図である。１２０２において、ＲＵＭは、第１のノードにおいて生成されることが
でき、ここでＲＵＭは、第１のあらかじめ決定されたしきい値が満たされているあるいは
超過されていることを示す情報、を備える。第１のあらかじめ決定されたしきい値は、例
えば干渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）のレベル、データレート、キャリア対干渉比（
Ｃ／Ｉ）、スループットのレベル、スペクトル効率のレベル、レイテンシのレベル、また
は第１のノードにおけるサービスが、測定されることができる他の適切な任意の尺度を表
すことができる。１２０４において、ＲＵＭは、第２のあらかじめ決定されたしきい値が
超過されている程度を示すために重み付けされることができる。一部の態様によれば、重
みの値は、量子化された値とすることができる。
【００８３】
　第２のあらかじめ決定されたしきい値は、例えば干渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）
のレベル、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スループットのレベル、スペク
トル効率のレベル、レイテンシのレベル、または第１のノードにおけるサービスのレベル
が、測定されることができる他の適切な任意の尺度を表すことができる。第１および第２
のあらかじめ決定されたしきい値は、実質的に等しくすることができるが、それらは、そ
うでなくてもよい。さらに、第１および第２のあらかじめ決定されたしきい値は、異なる
パラメータ（例えば、それぞれＩＯＴおよびＣ／Ｉ、それぞれレイテンシおよびデータレ
ート、あるいは説明されるパラメータの他の任意の置換）に関連づけられることもできる
。１２０６において、重み付けされたＲＵＭは、１つまたは複数の他のノードへと送信さ
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れることができる。
【００８４】
　図１３は、１つまたは複数の態様に従って、１つまたは複数の受信ＲｘＲＵＭに応答す
るための方法１３００の説明図である。１３０２において、ＲｘＲＵＭは、第１のノード
において第２の（またはより多くの）１つ（または複数）のノードから受信されることが
できる。ＲｘＲＵＭは、第２のノードの状態に関連した情報（例えば、上記されるような
不利のレベル）を備えることができ、この情報は、１３０４において、第２のノードの状
態を決定するために第１のノードによって利用されることができる。１３０６において、
第２のノードの状態は、第１のノードの状態と比較されることができる。その比較は、１
３０８において、データを送信すべきかどうかについての決定を可能にすることができる
。
【００８５】
　例えば、その比較が、第１のノードの状態が第２のノードの状態よりもよいことを示す
場合、そのときには第１のノードは、（例えば、バックオフし、より不利な第２のノード
が、より効果的に通信できるようにするために）データを送信することを控えることがで
きる。追加して、または代わりに、第１のノードの状態が、第２のノードの状態よりもよ
い場合、第１のノードは、図１０に関して上記されるように第１のノードが第２のノード
において引き起こすことができる干渉のレベルを決定するように進むことができる。その
ような決定は、例えば、第２のノードが、ＲｘＲＵＭを送信した際の知られている一定の
パワー、または知られている一定のパワースペクトル密度を利用することと、第１のノー
ドと第２のノードとの間のチャネル利得を推定することと、第１のノードから第２のノー
ドへの送信についての送信パワーレベルを選択することと、選択されたパワーレベルにお
ける送信が第２のノードに引き起こすことになる干渉のレベルを推定することと、推定さ
れた干渉レベルがあらかじめ決定された許容可能な干渉しきい値レベルを超過するかどう
かを決定することを備えることができる。
【００８６】
　比較が、第１のノードの状態が第２のノードの状態よりも悪いことを示す場合には、第
１のノードは、ＲＵＭを無視することを選択することができる。別の態様によれば、第１
のノードと第２のノードが、実質的に等しい状態を有する場合には、重み処理メカニズム
が、図６に関して上記されるように使用されることができる。さらに他の態様によれば、
ＲＵＭに含まれる情報は、図１１に関して説明されるようにＲＵＭに応答すべきか否かを
決定するためにＲＵＭ拒絶しきい値（ＲＲＴ）と比較されることができるメトリック値を
生成するために利用されることができる。さらに他の態様によれば、１３０８においてデ
ータを送信する決定をするとすぐに、そのような送信は、第１のチャネル上で通信データ
を送信すること、第１のチャネル上で送信要求メッセージを送信すること、および／また
は第２のチャネル上で送信要求メッセージを送信することを備えることができ、これは、
第１のチャネル上でデータを送信することを要求する。
【００８７】
　別の態様においては、スケジューラがノードにおけるＲｘＲＵＭ処理の結果を知ること
を助ける要求と一緒に、追加情報が、含められることができる。例えば、ＡはデータをＢ
に、そしてＣはＤに送信するものと仮定する。ＢとＤは両方ともＲｘＲＵＭを送り出すが
、Ｂによって使用される重みは、Ｄよりも高い（より不利な状況に置かれる）ものと仮定
する。そのときには、Ａは、（それが受信されたＲｘＲＵＭを処理し、そのレシーバ、す
なわちＢが最も不利な状況に置かれていることを結論づけているので）要求をＢに対して
送信し、それが競合に勝っており、それが将来においては勝ち続けないこともあるので迅
速にスケジュールされるべきであることを示す「ベスト(Best)」ビットを含むことになる
。対照的に、Ｃは、ＲＵＭを処理し、それが要求できないことを結論づけることになる。
しかしながら、Ｃは、たとえＣが現在スケジュールされることができないとしても、Ｃが
送信すべきデータを有し、Ｄが、ＲｘＲＵＭを送信することを固執すべきであることをＤ
に知らせることができる。例えば、Ｄがどのような要求も聞かない場合、Ｄは、そのトラ
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ンスミッタのどれも送信すべきどのようなデータも持たずＲｘＲＵＭを送信することを停
止することができることを誤って結論づける可能性がある。これを防止するために、Ｃは
、それがＲｘＲＵＭによって他から「ブロックされる」という指示を有する要求を送信す
る。これは、Ｃを現在はスケジュールしないが、Ｃが何らかのポイントで競合に勝つこと
になることを希望してＲｘＲＵＭを送信し続ける、Ｄに対する指示としての役割を果たす
ことになる。
【００８８】
　図１４は、例示のワイヤレス通信システム１４００を示している。ワイヤレス通信シス
テム１４００は、簡潔さのために１つの基地局と１つの端末を示している。しかしながら
、本システムは、複数の基地局および／または複数の端末を含むことができ、ここで追加
の基地局および／または端末は、以下で説明される例示の基地局と端末では、実質的に同
様、または異なったものとすることができることが認識されるべきである。さらに、基地
局および／または端末は、それらの間のワイヤレス通信を容易にするために、ここにおい
て説明される方法（図２、５～８、および１０～１３）および／またはシステム（図１、
３、４、９、および１５～１８）を使用することができることが認識されるべきである。
例えば、システム１４００におけるノード（例えば、基地局および／または端末）は、上
記方法（例えば、ＲＵＭを生成すること、ＲＵＭに応答すること、ノードの不利を決定す
ること、ＲＵＭ送信のためのサブキャリアの数を選択すること、...）のうちの任意のも
のを実行するための命令、ならびにここにおいて説明される様々なプロトコルを実行する
ためのそのようなアクションおよび他の適切な任意のアクションを実行することに関連す
るデータを記憶し、実行することができる。
【００８９】
　次に図１４を参照すると、ダウンリンク上でアクセスポイント１４０５において、送信
（ＴＸ）データプロセッサ１４１０は、トラフィックデータを受信し、フォーマットし、
符号化し、インターリーブし、そして変調し（またはシンボルマッピングし）、変調シン
ボル（「データシンボル」）を供給する。シンボル変調器１４１５は、データシンボルお
よびパイロットシンボルを受信し処理し、そしてシンボルのストリームを供給する。シン
ボル変調器１４２０は、データシンボルおよびパイロットシンボルを多重化し、それらを
トランスミッタユニット(transmitter unit)（ＴＭＴＲ）１４２０へと供給する。各送信
シンボルは、データシンボル、パイロットシンボル、またはゼロの信号値であってもよい
。パイロットシンボルは、各シンボル期間において絶えず送信されることができる。パイ
ロットシンボルは、周波数分割多重化されたもの(frequency division multiplexed)（Ｆ
ＤＭ）、直交周波数分割多重化されたもの(orthogonal frequency division multiplexed
)（ＯＦＤＭ）、時分割多重化されたもの(time division multiplexed)（ＴＤＭ）、周波
数分割多重化されたもの（ＦＤＭ）、あるいは符号分割多重化されたもの(code division
 multiplexed)（ＣＤＭ）とすることができる。
【００９０】
　ＴＭＴＲ１４２０は、シンボルのストリームを受信し、１つまたは複数のアナログ信号
へと変換し、ワイヤレスチャネル上の送信に適したダウンリンク信号を生成するために、
さらにそれらのアナログ信号を条件づける（例えば、増幅し、フィルタをかけ、そして周
波数アップコンバートする）。次いでダウンリンク信号は、アンテナ１４２５を介して端
末へと送信される。端末１４３０において、アンテナ１４３５は、ダウンリンク信号を受
信し、受信信号をレシーバユニット(receiver unit)（ＲＣＶＲ）１４４０へと供給する
。レシーバユニット１４４０は、受信信号を条件づけ（例えば、フィルタをかけ、増幅し
、周波数ダウンコンバートし）、サンプルを取得するために条件づけられた信号をデジタ
ル化する。シンボル復調器１４４５は、チャネル推定のために受信パイロットシンボルを
復調し、プロセッサ１４５０へと供給する。シンボル復調器１４４５は、さらにダウンリ
ンクについての周波数応答推定値をプロセッサ１４５０から受信し、データシンボル推定
値（これは、送信データシンボルの推定値である）を取得するために受信データシンボル
上でデータ復調を実行し、そしてデータシンボル推定値をＲＸデータプロセッサ１４５５
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へと供給し、このＲＸデータプロセッサは、送信されたトラフィックデータを回復するた
めに、データシンボル推定値を復調し（すなわち、シンボル逆マッピングし）、デインタ
ーリーブし、復号化する。シンボル復調器１４４５とＲＸデータプロセッサ１４５５によ
る処理は、アクセスポイントにおけるそれぞれシンボル変調器１４１５とＴＸデータプロ
セッサ１４１０による処理と相補的である。
【００９１】
　アップリンク上で、ＴＸデータプロセッサ１４６０は、トラフィックデータを処理し、
データシンボルを供給する。シンボル変調器１４６５は、パイロットシンボルを伴うデー
タシンボルを受信し、多重化し、変調を実行し、シンボルのストリームを供給する。次い
でトランスミッタユニット１４７０は、アップリンク信号を生成するためにシンボルのス
トリームを受信し、処理し、このアップリンク信号は、アンテナ１４３５によってアクセ
スポイント１４０５へと送信される。
【００９２】
　アクセスポイント１４０５において、端末１４３０からのアップリンク信号は、アンテ
ナ１４２５によって受信され、サンプルを取得するためにレシーバユニット１４７５によ
って処理される。次いでシンボル復調器１４８０は、サンプルを処理し、受信パイロット
シンボルとアップリンクについてのデータシンボル推定値を供給する。ＲＸデータプロセ
ッサ１４８５は、端末１４３０によって送信されるトラフィックデータを回復するために
データシンボル推定値を処理する。プロセッサ１４９０は、アップリンク上で送信するア
クティブ端末ごとにチャネル推定を実行する。複数の端末は、アップリンク上でそれらの
それぞれ割り当てられた組のパイロットサブバンド上において同時にパイロットを送信す
ることができ、ここでパイロットサブバンドの組は、インターレースされることができる
。
【００９３】
　プロセッサ１４９０および１４５０は、それぞれアクセスポイント１４０５および端末
１４３０においてオペレーションを指示する（例えば、制御し、調整し、管理するなど）
。それぞれのプロセッサ１４９０および１４５０は、プログラムコードおよびデータを記
憶するメモリユニット（図示されず）に関連づけられることができる。プロセッサ１４９
０および１４５０はまた、それぞれアップリンクおよびダウンリンクについての周波数と
インパルス応答推定値を導き出すために計算を実行することもできる。
【００９４】
　多重アクセスシステム（例えば、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡなど）で
は、複数の端末は、アップリンク上で同時に送信することができる。そのようなシステム
では、パイロットサブバンドは、異なる端末の間で共用されることができる。チャネル推
定技法は、端末ごとのパイロットサブバンドが全体の動作帯域に（もしかすると帯域エッ
ジを除いて）及ぶ場合に、使用されることができる。そのようなパイロットサブバンド構
成は、端末ごとの周波数ダイバーシティを得るために望ましいことになる。ここにおいて
説明される技法は、様々な手段によってインプリメントされることができる。例えば、こ
れらの技法は、ハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの組合せの形でインプリメン
トされることができる。ハードウェアインプリメンテーションでは、チャネル推定のため
に使用される処理ユニットは、ここにおいて説明される機能を実行するように設計された
１つまたは複数の特定用途向け集積回路(application specific integrated circuit)（
ＡＳＩＣ）、デジタル信号処理プロセッサ(digital signal processor)（ＤＳＰ）、デジ
タル信号処理デバイス(digital signal processing device)（ＤＳＰＤ）、プログラマブ
ルロジックデバイス(programmable logic device)（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ(field programmable gate array)（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントロ
ーラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、他の電子ユニット、あるいはそれら
の組合せの内部にインプリメントされることができる。ソフトウェアでは、インプリメン
テーションは、ここにおいて説明される機能を実行する手段（例えば、プロシージャ、フ
ァンクションなど）を介したものとすることができる。ソフトウェアコードは、メモリユ
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ニットに記憶され、プロセッサ１４９０および１４５０によって実行されることができる
。
【００９５】
　ソフトウェアインプリメンテーションでは、ここにおいて説明される技法は、ここで説
明される機能を実行するモジュール／手段（例えば、プロシージャ、ファンクションなど
）を用いてインプリメントされることができる。ソフトウェアコードは、メモリユニット
に記憶され、プロセッサによって実行されることができる。メモリユニットは、プロセッ
サの内部に、あるいはプロセッサの外部にインプリメントされることができ、この場合に
は、メモリユニットは、当技術分野において知られているような様々な手段を経由してプ
ロセッサに通信的に結合されることができる。
【００９６】
　次に図１５～１８と、それに関して説明される様々なモジュールを参照すると、送信す
るためのモジュールは、例えばトランスミッタを備えることができ、かつ／またはプロセ
ッサなどの形でインプリメントされることができる。同様に、受信するためのモジュール
は、レシーバを備えることができ、かつ／またはプロセッサなどの形でインプリメントさ
れることができる。さらに、比較し、決定し、計算し、かつ／または他の解析的なアクシ
ョンを実行するためのモジュールは、様々なそれぞれのアクションを実行するための命令
を実行するプロセッサを備えることができる。
【００９７】
　図１５は、様々な態様に従って、ワイヤレスデータ通信を容易にする装置１５００の説
明図である。装置１５００は、一連の相互に関連した機能ブロックとして表され、これら
の機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（例えば、ファー
ムウェア）によってインプリメントされる機能を表すことができる。例えば、装置１５０
０は、様々な図に関して上記されるような様々な動作を実行するためのモジュールを提供
することができる。装置１５００は、送信について望ましいチャネルの数を決定するため
のモジュール１５０２を備える。決定は、装置が使用されるノードに関連する重み、１つ
または複数の他のノードに関連する重み、送信のために使用可能なチャネルの数などの関
数として実行されることができる。さらに各重みは、重みに関連するノードによってサポ
ートされるフローの数の関数とすることもできる。追加して、または代わりに、与えられ
た重みは、ノードによって直面される干渉の関数とすることもできる。
【００９８】
　装置１５００は、ノードが要求を送信することができるチャネルを選択する選択するた
めのモジュール１５０４をさらに備える。選択するためのモジュール１５０４は、さらに
どのチャネルが使用可能であり、どのチャネルが使用可能でないかを決定するために受信
リソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を評価することができる。例えば、各ＲＵＭは、使用
不可能なチャネルに関連する情報を備えることができ、選択するためのモジュール１０５
４は、ＲＵＭによって示されていない与えられたチャネルが使用可能であることを決定す
ることができる。送信するためのモジュール１５０６は、選択するためのモジュール１５
０４によって選択される少なくとも１つのチャネルについての要求を送信することができ
る。装置１５００は、アクセスポイント、アクセス端末などの中で使用されることができ
、ここにおいて説明される様々な方法を実行する適切な任意の機能を備えることができる
ことが認識されるであろう。
【００９９】
　図１６は、１つまたは複数の態様に従って、リソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を使用
してワイヤレス通信を容易にする装置１６００の説明図である。装置１６００は、一連の
相互に関連した機能ブロックとして表され、これらの機能ブロックは、プロセッサ、ソフ
トウェア、またはそれらの組合せ（例えば、ファームウェア）によってインプリメントさ
れる機能を表すことができる。例えば、装置１６００は、以前の図に関して上記されるよ
うな様々な動作を実行するためのモジュールを提供することができる。装置１６００は、
ノードについての不利のレベルを決定する決定するためのモジュール１６０２と、決定す
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るためのモジュール１６０２が、ノードにおけるレベルまたは受信サービスが、あらかじ
め決定されたしきい値レベル以下であることを決定する場合に、ＲＵＭを生成するＲＵＭ
を生成するためのモジュール１６０４とを備える。選択するためのモジュール１６０６は
、ＲＵＭを送信すべき１つまたは複数のリソースを選択することができ、次いでＲＵＭを
生成するためのモジュール１６０４は、ＲＵＭの中でそのようなチャネルを示すことがで
きる。次いで送信するためのモジュール１６０８は、ＲＵＭを送信することができる。
【０１００】
　リソースを選択するためのモジュール１６０６は、後続のＲＵＭが、受信サービスのレ
ベルが以前のＲＵＭに応じて改善されていることを決定するためのモジュール１６０２に
よる決定に基づいて送信される、選択されるリソースの数を調整することができる。例え
ば、そのようなシナリオにおいては、選択するためのモジュール１６０６は、ノードにお
ける受信サービスの改善されたレベルに応じて後続のＲＵＭの中に示されるリソースの数
を減少させることができ、受信サービスの低減させられたレベルまたは静的なレベルに応
じて選択されたリソースの数を増大させることができる。他の態様によれば、決定するた
めのモジュール１６０２は、１つまたは複数の干渉オーバーサーマル雑音、レイテンシ、
ノードにおいて達成されるデータレート、スペクトル効率、スループット、キャリア対干
渉比、あるいはノードにおいて受信されるサービスの他の適切な任意のパラメータの関数
としてノードにおける受信サービスのレベルを決定することができる。装置１６００は、
アクセスポイント、アクセス端末などの中で使用されることができ、ここにおいて説明さ
れる様々な方法を実行する適切な任意の機能を備えることができることが認識されるであ
ろう。
【０１０１】
　図１７は、様々な態様に従って、不利のレベルを示すためにリソース利用メッセージ（
ＲＵＭ）を生成することと、ＲＵＭを重み付けすることとを容易にする装置１７００の説
明図である。装置１７００は、一連の相互に関連した機能ブロックとして表され、これら
の機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（例えば、ファー
ムウェア）によってインプリメントされる機能を表すことができる。例えば、装置１７０
０は、上記される様々な図に関して上記されるような様々な動作を実行するためのモジュ
ールを提供することができる。装置１７００は、ＲＵＭを生成するためのモジュール１７
０２を備え、このモジュールは、第１のあらかじめ決定されたしきい値が超過されている
ことを示すＲＵＭを生成することができる。第１のあらかじめ決定されたしきい値は、干
渉オーバーサーマル雑音（ＩＯＴ）、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スル
ープットのレベル、スペクトル効率のレベル、レイテンシのレベルなどのしきい値レベル
に関連づけられ、かつ／またはそのしきい値レベルを表すことができる。
【０１０２】
　装置１７００は、ＲＵＭを重み付けするためのモジュール１７０４をさらに備えること
ができ、このモジュールは、第２のあらかじめ決定されたしきい値が超過されている程度
を示す値を用いてＲＵＭを重み付けすることができ、このモジュールは、ターゲット値ま
たは望ましい値に対する、ノードにおいて達成されるパラメータ（例えば、干渉オーバー
サーマル雑音（ＩＯＴ）、データレート、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、スループットの
レベル、スペクトル効率のレベル、レイテンシのレベルなど）の実際の値の割当て(ratio
n)を決定することを備えることができる。さらに、重み付けされた値は、量子化された値
とすることもできる。装置１７００は、アクセスポイント、アクセス端末などの中で使用
されることができ、ここにおいて説明される様々な方法を実行する適切な任意の機能を備
えることができることが認識されるであろう。
【０１０３】
　図１８は、１つまたは複数の態様に従って、どのノードが最も不利な状況に置かれるか
を決定するためにワイヤレス通信環境の中のノードにおける相対的な状態を比較すること
を容易にする装置１８００の説明図である。装置１８００は、一連の相互に関連した機能
ブロックとして表され、これらの機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそ
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れらの組合せ（例えば、ファームウェア）によってインプリメントされる機能を表すこと
ができる。例えば、装置１８００は、様々な図に関して上記されるような様々な動作を実
行するためのモジュールを提供することができる。装置１８００は、第１のノードにおい
て使用されることができ、少なくとも１つの第２のノードからＲＵＭを受信するＲＵＭを
受信するためのモジュール１８０２を備える。装置１８００は、第２のノードから受信さ
れるＲＵＭに関連する情報に基づいて第２のノードの状態を決定する決定するためのモジ
ュール１８０４と、第２のノードの決定された状態と第１のノードの状態を比較する比較
するためのモジュール１８０６とをさらに備えることができる。次いで決定するためのモ
ジュール１８０４は、さらにその比較に基づいて第１のチャネル上でデータを送信すべき
かどうかを決定することができる。
【０１０４】
　様々な他の態様によれば、送信すべきかどうかの決定は、第１のノードの状態が、第２
のノードの状態に比べてよりよいか、ほぼ等しいか、あるいはより悪いかに基づいたもの
とすることができる。さらに、決定するためのモジュール１８０４は、第１のチャネル上
のデータ信号、第１のチャネル上の送信要求メッセージ、または第２のチャネル上の送信
要求メッセージを送信することができる。後者の場合には、第２のチャネル上で送信され
る送信要求メッセージは、第１のチャネル上でのデータを送信する要求を備えることがで
きる。装置１８００は、アクセスポイント、アクセス端末などの中で使用されることがで
き、ここにおいて説明される様々な方法を実行する適切な任意の機能を備えることができ
ることが認識されるであろう。
【０１０５】
　上記に説明されてきたものは、１つまたは複数の態様の例を含んでいる。前述の態様を
説明する目的のためにコンポーネントまたは方法の、あらゆる考えられる組合せについて
説明することは、もちろん可能ではないが、当業者は、様々な態様のさらなる多数の組合
せ、および置換が可能であることを認識することができる。したがって、説明される態様
は、添付の特許請求の範囲の精神および範囲の中に入るそのようなすべての変更、修正お
よび変形を包含するように意図される。さらに、用語「含む(includes)」が、詳細な説明
または特許請求の範囲のいずれかにおいて使用される範囲内において、そのような用語は
、用語「備えている(comprising)」が請求項においてトランジショナルワード(transitio
nal word)として使用されるときに解釈されるように、用語「備えている」と同様な方法
で包含的であるように意図されている。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】１つまたは複数の態様と組み合わせて利用されることができるような、複数の基
地局と複数の端末を有するワイヤレス通信システムを示す図である。
【図２】ここにおいて説明される１つまたは複数の態様に従って、リソース利用マスク／
メッセージ（ＲＵＭｓ）を使用してワイヤレスチャネルの重み付けされた公平な配分を実
行するための方法の説明図である。
【図３】ここにおいて説明される１つまたは複数の態様に従って、リソース割付けを容易
にすることができる要求－認可イベントのシーケンスを示す図である。
【図４】様々な態様に従って、要求－認可スキームの理解を容易にするいくつかのトポロ
ジの説明図である。
【図５】ここにおいて提示される１つまたは複数の態様に従って、一定のパワースペクト
ル密度（ＰＳＤ）で送信されるリソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を使用することにより
、干渉を管理するための方法を示す図である。
【図６】１つまたは複数の態様に従って、アドホック展開されるワイヤレスネットワーク
における柔軟な媒体アクセス制御（ＭＡＣ）を提供することを容易にするＴｘＲＵＭおよ
び要求を生成するための方法の説明図である。
【図７】１つまたは複数の態様に従って、送信すべき、要求についての認可を生成するた
めの方法の説明図である。
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【図８】１つまたは複数の態様に従って、与えられたノードに関連する不利のレベルに応
じてＲＵＭを送信するために使用される加入者の数を調整することにより、競合するノー
ドの間の公平性を達成するための方法の説明図である。
【図９】１つまたは複数の態様に従う、一定のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）での２つ
のノードの間におけるＲｘＲＵＭ送信の説明図である。
【図１０】１つまたは複数の態様に従って、第２のノードにおいて第１のノードによって
引き起こされることになる干渉の量を推定することを容易にするＲＵＭ送信について一定
のＰＳＤを使用するための方法の説明図である。
【図１１】様々な態様に従って、計画的ワイヤレス通信環境および／またはアドホックワ
イヤレス通信環境における干渉制御パケットに応答するための方法を示す図である。
【図１２】上記された様々な態様に従って、ＲｘＲＵＭを生成するための方法の説明図で
ある。
【図１３】１つまたは複数の態様に従って、１つまたは複数の受信ＲｘＲＵＭに応答する
ための方法の説明図である。
【図１４】ここにおいて説明される様々なシステムおよび方法に従って使用されることが
できるワイヤレスネットワーク環境の説明図である。
【図１５】様々な態様に従って、ワイヤレスデータ通信を容易にする装置の説明図である
。
【図１６】１つまたは複数の態様に従って、リソース利用メッセージ（ＲＵＭ）を使用し
てワイヤレス通信を容易にする装置の説明図である。
【図１７】様々な態様に従って、不利のレベルを示すためにリソース利用メッセージ（Ｒ
ＵＭ）を生成することと、ＲＵＭを重み付けすることとを容易にする装置の説明図である
。
【図１８】１つまたは複数の態様に従って、どのノードが最も不利な状況に置かれるかを
決定するためにワイヤレス通信環境の中のノードにおける相対的な状態を比較することを
容易にする装置の説明図である。
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